
論

観日
米
経
済
摩
擦
の

一
考
察

清

田

邦

弘

目

次

ま
え
が
き

一
、

一
九
八
〇
年
代

の
日
米
経
済
摩
擦

の
特
徴

二
、

一
九
八
〇
年
代
の
日
米
経
済
摩
擦
の
世
界
経
済

へ
の
影
響

三
、
目
米
経
済
摩
擦
に
よ
る
日
本

へ
の
影
響

四
、
米
国
経
済
力
を
後
退
さ
せ
た
長
期
的

・
短
期
的
要
因

ア
、
米
国
の
経
済
力
を
相
対
的
に
後
退
さ
せ
た
長
期
的

・
構
造
的
要
因

イ
、
ア
メ
リ
カ
経
済
を
悪
化
さ
せ
た
短
期
的
要
因

あ
と
が
き

ま

え

が

き

ユ

一
九
八
七
年
十
月
現
在
、
日
米
間

の
経
済
摩
擦

は

一
向

に
鎮
静
化

の
兆
し
が
見
え

て
い
な

い
。

日
本
政
府

は
こ
れ
ま
で
に
摩
擦
を
出
来

る
限
り
回
避
す
る
た
め
に
精

一
杯
米
国
側

の
要
求

に
応
え
改
善

の
た
め
の
種

々
の
努
力
を
し
て
き
た
が
、
米
国

の
要
求

は
次

々
と
出
さ
れ
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広
範
囲
に
互
る
よ
う

に
な

っ
た
た
め
両
国
間

の
摩
擦
解
消

に
及
ぶ
ま
で
に
は
到
底
至

っ
て

い
な

い
。
八
〇
年
代

に
入

っ
て
日
本
政
府
が
摩

擦
解
消

の
た
め
に
行
な

っ
た
主
な
政
策

に
は
次

の
よ
う
な
も

の
が
あ

っ
た
。

一
つ
に
、
八

一
年
十
二
月
か
ら
八
五
年
四
月
ま
で
の
パ

ッ
ヶ

ー
ジ
方
式

に
よ
る
合
計
七
回
に
亙

る
対
外
経
済
政
策

の
策
定
と
そ

の
実
施
が
あ

っ
た
が
、

そ

の
効
果
が
上
が

っ
て
い
な

い
と

の
米
国
か
ら

の
要
請

に
応
え
、
八
五
年

一
月
か
ら
は
M
O
S
S
協
議

(市
場
重
視
型
個
別
協
議
11
竃
.
.犀
.仲
○
.寄
コ仲.α
留
。け。.
鍵

.。鼠
く
.)

に
よ
り
各

々
の
セ

ク
タ
ー
毎
に
検
討
を
加
え
る
方
式

に
移
行

し
、
さ
ら
に
、

八
五
年
四
月

に
は

ア
ク
シ
ョ
ン

・
プ

ロ
グ

ラ
ム
の
策
定

で
①
関
税
、
②
輸
入
制

限
、
③
基
準

・
認
証
プ

ロ
セ
ス
、
④
政
府
調
達
、
⑤
金
融
資
本
市
場
、
⑥

サ
ー
ビ

ス
を
含
む
輸
入
促
進
、

の
六
分
野
で
の
改
善

の
骨
子
を

同
年
七
月

に
発
表

し
、
解
決

へ
の
懸
命

な

努

力

を

し

て
来

た
。
そ
し
て
八
七
年

に
入

っ
て
四
月

二
十
八
日
に
閣
議
で

「
総
合
経
済
対
策

要
綱
」
が
了
承
さ
れ
、
①
事
業
規
模
総
額
五
兆
円

(公
共
事
業
の
八
〇
%
以
上
を
前
期
繰
上
げ
発
注
)、
②

所
得
税
減
税
、
③

設
備
投
資
減
税

の
実
施
、
④

住
宅
金
融
公
庫
融
資

の
拡
充
、
⑤
中
小
企
業
向
け
政
策
金
利
を
引
き
下
げ

る
、
を
発
表

し
内
需
拡
大

に
よ
る
日
米
経
済
摩
擦

の
解
消

に
誠
意
を
示
し
、
さ
ら

に
、
同
年
六
月

の
べ
ネ

チ
ァ
サ
ミ

ッ
ト
で
拡
大
す
る
黒
字
国
日
本

へ
の
風
当
り
を
回
避
す
る
た

め
に
従
来

の
均
衡
財
政
重
視

の
財
政
再
建
路
線
を
軌
道
修
正
し
、
①

六
兆
円
超

の
緊
急
経
済
対
策
と
そ
れ
に
よ
る
内
需
喚
起
、
②
三
〇
〇
億

ド
ル
の

資
金
還
流
を
中
南
米
を
中
心
と
す
る
途
上
国

へ
向

こ
う
三
年
間

で
実
施
、
③

ア
フ
リ
カ
諸
国

へ
の
無
償
援
助
五
億

ド
ル
の
上
積

み
を
公
約

す
る
、
等

の
努
力
で
今
日
に
至

っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が

ら
、
最
近

の
米
国
政
府
を
取
り
巻
く
経
済
環
境

は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
そ

の
解
消

の

一
端
と
し
て
の
日
本

へ
の
軋
礫
は
増
す

こ
と

は
あ

っ
て
も
縮
小
す
る
こ
と

は
な

い
と
思
わ
れ

る
の
が
現
状
で
あ

る
。
そ

の
悪
化
し
て
い
る
米
国
の
経
済
環
境

に

は
、
次

の
よ
う
な
も

の
が
あ

っ
た
。

一
つ
に
、
米
国

の
巨
額
な
貿
易
赤
字
が
あ

る
(衷
-
)。
十
月
十
五
日
に
発
表
さ
れ
た
八
月

の
米
国
貿
易
統
計

に
よ
る
と
、
貿
易
赤
字
が
予

想
さ
れ
て
い
た
程

に
減

っ
て
い
な

か

っ
た

こ
と

で
ド

ル
相
場

の
先
安
感
と
そ
れ
を
阻
止
す
る
た
め

の
金
利
先
高
感
が
あ
り
、
そ

の
こ
と
は
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表1 アメリカの主要経済指標

1

'76年

77年

78年

79年

80年

81年

82年

83年

84年

85年

86年

86年9月

10月

11月

12月

87年1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

実 質GNP※(
82年 価格)

総 額

(10億 ド
ル)

前年
比(
%)

3,1:L5,2;

3,192.4

3,137.1

3,248.8

畔
賜
醐
壁
f2

・826・74.9

2,9a8.6'4.7

3,166.0

3,279.1

3,501.41

3,6Q7.5

3,71.3.3

3,7],.5.0

(7～9月)

/3,731.5
/

}3,772.2

}3,?95.3

}

5.3

2.5

△0.2

1.9

ム2.5

3.6

6,8

3.0

2.9

1.4

1.5

4.4

2,5

貿 易

輸 出

(FAS)
輸 入

(CTF)
貿易収支

(100万 ドル)

失業者1※
※数 ※

経常収支

(100万(1000
ドル)人)

116,794

123,182

145,S47

186,363

225,566

238.X.5

216.442

205,639

223,976;

218,815

132,498

160,411

180,045

222,228

256,984

273,352

254,885

269,878

346,364

352,463

15,703

a37,229

Q40,198

×35,865

×31,418

×34,f37

△38,443

△G4,X40

4,207

×14,5i1

15,427

×991

1,X73

6,339

×9,131

×46,604

7,4as

6,991

s,Zoe

G,X35

失
業
率

※

民間 ダウ工
住宅 業株
着工30種
件数

(%
)

(碧lo(ド ル)

(注)△ 印はマイナス。 ※印は季節調整値。

(出所)米 大統領経済諮問委員会EconOmic

△x.22,389×106,466

△133,648△117
,677

～

7,670,x.o

$,276J7.5

10,?15;9.6

10,691」9.5

S,52717,4

8,31117.1

7.6

6.9

6.0

5.8 1葦il;il
1,300891.41

1,084932.92

1,0628$4.36
1,7031,190.34;
1,750].,178.48

1,7421,328.23

226,808 382,964 ム156,156 X141,352 S,241 6.9 1,SQ5 1,?92.76

17,531 32,270 014,739 Q36,583 8,285 G.9 1,689 1,813.47

19,5fi2 34,274 △14,713 (7～9月) 8,222 6.8 1,657 1,817.04

18,411 33,850 015,438 X37,97? $,243 Fl.S 1,637 1,sg3.s5

18,523 31,255 X12,?32 7,949 s.s 1,813 1,924.08

16,755 28,692 X11,937 8,023 6.6 1,816 2,065.13

19,360 33,725 X14,365 X36,784 7,967 6.6 1,S38 2,202.34

21,776 34,694 △12,918 7,854 6.5 1,?30 2,292.61

20,496 33,459 X12,963 7,XOO 6.2 1,643 2,302.64

20,784 34,822 X14,439 a41,09? 7,546 6.2 1,606 2,291,II

2,126 36,838 X15,71 .1 7,260 s,o 1,586 2,384.02

2Z,008 37,483 △16,475 7,224 5.9 1,606 2,481.72
一

一 一 一 7,221 5.9 1,582 2,655.01

Indicators,米 商 務 省SurveyofCurrentBusiness .
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表2 日米財政収支

日 本(億 円)

Japan(蓼100mil.)

米 国(百万 ドル)

US(US$mil.}

年 度FYear
1974

1975

1976

1977

1978

1979

・'1

1981

1982

1983

1984

1985

1986

1974

1975

1976

1977

1978

1979

・'1

1981

1982

1983

r+,

1985

・:・

歳 入

Revenue

歳 出

Expenditure

182,192

161,929

178,779

198,724

242,333

263,073

298,704

345,435

339,565

381,666

394,021

416,845

423,298

収 支 尻

Surplusor

de丘cit

190,997

208,608

244,676

290,59S

340,960

387,898

434,050

469,211

.472,450

506,353

541,806

530,045

538,248

280,486

280,645

317,610

366,098

416,925

480,526

531,433

619,0S1

608,H16

612,915

683,202

745,408

781,869

収 支 尻

歳 出S
urplusar

de丘cit

Expenditure

一8
,$05

-46
,679

-65,897

-91
.,874

-98,627

-124,825

--135,346

-123
,???

一一一132
,885

--124,687

一120,785

-一'ｬ13
,200

-114,950

291,371

365,793

374,188

417,131

460,668

50s,s60

599,294

691,673

739,524

803,3Z6

867,650

951,030

991,776

%
一一4 .6

-22 .4

-26 .9

-31 .6

-28
.9

--32.2

一一31
.2

--26
.4

-28 .1

-24
.6

--23
.5

--21
.4

--21
.4

一一10,885

-85
,148

--56
,578

-51
,033

--43,743

-28.135

--67,Sfil

-72
,592

--130,708

--190
,411

一一184,448

--205
,622

--209
,907

一一3
.?

一 一23
.3

--15
.1

-一一12
.2

-9
.5

--5
.5

--11
.3

一10 .5

--17
.7

-23 .7

-21 .3

-21 .6

--21
.2

(注)日 本は大蔵省財政統計(年)米 国はStatisticalAbstract

(出所)日 本銀行調査統計局 「国際比較統計」1987年 度。

oftheUnitedStates.
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米
国
昆
凧
気

の
先
行
き

不
安
や
イ

ン
フ
レ
懸
套

予
想
さ
せ
、
さ
ら

に
、

い

っ
そ
う

の
ド

ル
下
落
を
懸

さ

せ
る
と

い
う
悪
循
環
を
連
想
さ

せ
る
、、
と
と
萱

ド
ル
暴
落
に
よ
る
世
界
恐
慌
の
可
能
讐

え
も
危
惧
さ
せ
る
状
況
で
萱

何
よ
り
も
米
国
の
貿
易
赤
字
が
改
葦

れ
対
外
不
均
衡
が
解
消
さ
れ
る
必
要
性
が
痛
感
さ
れ

て
い
る
。

二
竃

米
国
の
一
九
八
二
年
以
鷺

増
を
続
け
る
財
政
赤
字
の
累
禁

あ
る
(琴

)・
財
政
赤
字
が
続
章

期
の
改
葉

見
込
め
な
い

状
況
は
、
①
金
利
の
先
悪

②
イ
ン
フ
レ
禁

③
景
舞

行
き
斐

④
暮

の
先
憲

⑤
さ
ら
に
い
っ
そ
う
の
財
贅

担
増

⑥

イ
ン
フ
レ
に
伴
う
輸

入
増

等
を
連
想

さ
芸

こ
と

讐

、
米
羅

済

の
先
行
き

繕

雲
と
な

っ
て
い
る
・
そ
の
た
め
財
政
赤
字

の

早
期
改
蒙

米
国
政
府
の
霧

と
な

っ
て
い
る
が
、
八
葦

の
グ
ラ
ム
ラ
ド
マ
ン
法
の
下
で
の
財
政
赤
字
の
均
衡
化
政
馨

当
初
の
九

牽

ム耳
計
年
度
の
財
政
赤
字
ゼ
・
目
標
か
ら
九
三
年
に
延
期
さ
れ
実
現
寄

態

を
高
め
た
と
は
竣

そ
の
均
衡
化
の
見
通
し
は
窮

表3対 米為替相場の推移一下苅
恥[

イ ン タ ・一バ ン ク遡
最 低一最 高

229.65-一 一x.75.54

251.80--209.80

264.00-198.70

247.40--211.60

278.50-一 一・227.20

247.80-一 ・220.00

263.65--222.95

256.20--x'74.60

182.80-144.70

162.50--153.60

164.65-一 一159.85

164.15-r-158.95

159.20-149.9S

155.23--152,40

米 ドル 実

効 レー ト

1980==

100

lll.7

102.1

99.9

goo.0

112.7

125.9

133.2

143.?

150.2

122.5

115.2

117.S

117.2

1.18.9

×17.s

112.6 1153.9$一 一一144.70

147.7a--137.25

144.54-138.55

147.30-141.65

153.30-一 一一146.20

152.40-141.00

146.55-140.45

147.60--137.40

111.O

I11.Q

lQ7.$

XO7.1

cos.7

110.2

1io.2

1977年

1978年

1979年

1980年

1981年

1982年

1983年

1984年

1985年

1986年

1986年8月

9月

10月

11月

12月

1987=1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

(注)1米 ドル当た り各国通貨,期 中平均a

(出所)IMF月 報。

に
実
現
し
そ
う

に
な

い
。

そ
の
た
め

レ
ー
ガ

ン
政
権

は
最
近

の
財
政
赤
字
解
消

の
た
め
に
は
増
税
と
軍
事

支
出
予
算

の
削
減
も
や
む

を
得
な

い
、
と

の
政
策

ス

タ
ソ
ス
の
変
更

の
可
能
性

が
米
国

の
景
気

の
先
行
き

に
大
き
な
不
安

を
抱

か
せ

る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。
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三

つ
に
2

九
八
葦

+
旱

昔

以
降

の
株
価
叢

と
そ

の
後

の
ド

ル
為
籍

場

の
主
匿

通
貨

に
対
す
る
大
幅
雫

落

の
状
況
は
、

八
七
年
二
月

の
先
進
七
力
国
蔵
相

に
よ
る

ル
ー
ブ

ル
合
意

で
あ

る

「
外
国
為
篇

場

窺

状

の
水
準

で
の
安
定
」
を
米
国
が
反
整

し
た

よ
う

に
も
受
け
取
ら
れ
・

そ
れ
を
受
け
た
外

国
馨

霧

の
最
近

の
値
動
き

は
、
新
た
な
為
籍

場
体
系
を
纂

し
て
い
る
よ
う
な
ド

ル

の
大
幅
な
続
落

(日

西

欧
主
要
先
進
国
盤

に
対
し
て
)
が
進

ん
で
い
る
(裏
3
)。

こ
の
よ
・り
な
米
国

の
ド

ル
相
場
下
落
を
容
認
す
る

ス
タ

ソ

ス
は
今
後

の
米
国
経
済

の
イ

ン
フ
レ
懸

と
金
利
先
山最

姦

め
、

八
二
年
±

月
以
降
約
葦

に
亙

っ
て
続

い
て
き
た
米
国

の
景
気
拡

大
に
髪

落
す

こ
と
と
な
り
・
景
気

の
先
行
き

不
安
が

い

っ
そ
う
の
ド

ル
為
替

へ
の
下
落
-
-
暴
落
さ
、篭

積

喜

、
世
界
恐
慌

の
再

来

寄

能
性
が
広
く

三

コ
ミ
を
賑
芒

て
い
る
.

こ
の
よ
う
森

禦

落
と
そ

の
後

の
ド

ル
続
蒙

米
国
経
済

の
先
行
き
不
峯

危
機

感
を
高
め
る

こ
と
と
な
り
・
そ

の
対
応

の
緊
急
性
董

大
性
が
強
く
認
識
さ
れ
米
国
議
会
で
問
題
と
な

っ
て
い
る
。

.あ

米
国
経
済

の
困

窮
を
象
徴
す

る
貿
易
赤
字

(ま
た
は
経
常
髪

の
赤
字
)
、
財
政
赤
字
、
累
積
純
霧

残
高

の
ど
れ
を
と

っ
て
も
米
国
政
健

と

っ
て
深
刻
な

問
題

で
あ
り
蟹

は
容
易

で
な

い
・

こ
れ
ら

の
米
国
経
済

の
病

ん
だ
状
況
を
背
景

に
聾

」
っ
た
株
価
暴
落
と
そ

の
後

の
ド

ル
の
続
薄

、

そ

の
改
善

へ
の
緊
急

・
必
要
性
集

国
政
府

に
強
く
血思
識
さ
せ
、
そ

の
た
め

の
米
国
政
府

の
解
決
努
力

へ
の

一
端
が
呈

へ
の
轟

と
な

っ
て
、

日
米

間

の
経
済

摩
擦

を

い

っ
そ
う

深
刻

な
も

の
に

し

て

い
る

の
で
あ

る
。

四
つ
に
・
日
米
讐

糠

を
深
刻
に
し
て
い
る
茜

と
し
て
、
米
国
の
来
奮

行
な
わ
れ
る
大
統
領
候
補
指
名
選
蒙

あ
る
。
民
主
党

を
忠

と
す
る
米
議
会
の
上
下
両
院
の
野
党
贅

は
、

一
五
六
〇
億
ド
ル

(
充

八
六
年
度
末
)
に
の
ぼ
る
巨
額
な
貿
易
赤
字
を
出
し
た
レ

ー
ガ
ソ
政
権
の

「
対
外
肇

の
無
策
」
ぶ
り
姦

く
批
判
し
、
尺

七
年
鶴

・
国
際
経
済
肇

改
羨

案
」
が
下
院
で
は
今
年
の
四
月

杏

に
・
上
院
で
も
七
月
二
+

百

に
三
分
の
二
を
越
す
圧
倒
蓼

数
で
套

議
を
通
過
し
て
お
り
、
現
在
需

院
か
筈

九
+
九
名
の

異
例
な
多
数
の
袋

議
員
か
ら
な
る
両
院
協
議
会
で

一
本
化
作
業
が
進
め
ら
れ
、
来
春
に
需

院
本
会
議
で
そ
の
修
正
黍

可
決
さ
れ
大

統
領
に
提
出
さ
れ
る
予
定
に
な

っ
て
い
る
・
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
野
党
議
是

と

っ
て
選
議

で
対
外
不
均
衡
を
拡
大
さ
せ
た
レ
ー
ガ



ン
政
権
を
攻
撃
す
る
格
好

の
目
標
と
な

っ
て
お
り
、
政
府
や
与
党
議
員

に
と

っ
て
は
野
党

か
ら

の
攻
撃
を
回
避
す

る
た
め
に
も
包
括
通
商

法
案

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
諸
問
題
を
早
期
解
決

し
、
法
案
自
体
が
不
必
要
と
な
り
選
挙
戦

で
攻
撃
さ
れ

る
の
を
回
避
し
た

い
の
が
米
政
府

の
心
情

で
あ

ろ
う
。
そ

の
た

め
に
も

レ
ー
ガ

ン
政
権

は
、
米
国

の
貿
易
赤
字

の
約
三
分

の

一
が
対
日
赤
字

で
あ

る
と

い
う
理
由

で
日
本

に

は
特

に
不
均
衡
解
消
を
強
く
迫

っ
て
来

る
状
況

に
あ
り
、
来
春

の

「
選
挙
と
包
括
通
商
法
案

の
成
立
」
と
を
背
景

に
日
米
経
済
摩
擦

は
深

刻
さ
を

い

っ
そ
う
増
す

で
あ

ろ
う
悪

い
状
況

に
あ

る
。

以
上
の
よ
う
な
日
米
経
済
摩
擦

の
今
後

の
予
断
を
許
さ
な

い
状
況

の
中

で
、

こ
こ
で
は
特

に
日
米
間

の
経
済
摩
擦
が
貿
易
取
引
か
ら
金

融

.
サ
ー
ビ

ス
取
引

に
範
囲
が
次

々
に
広
が
り
、
そ

の
原
因
を
裏
付
け
る
よ
う
な
米
国

の
貿
易
赤
字
と
財
政
赤
字
が
急
増

し
た
背
景
を
重

視
し
、

レ
ー
ガ
ン
政
権
が
台
頭
し
た

一
九
八

一
年
以
降
に
焦
点
を
当

て
、
そ

の
根
本
的
な
原
因
を
日
本

の
経
済
力

の
台
頭
と
米
国

の
経
済

力

の
不
振
ま
た
は
相
対
的
低
下
が
摩
擦
を
引
き
起

こ
す
こ
と

に
な

っ
た
と
考
え
、
米
国

の
経
済
力
を
不
振

に
導
い
た
原
因
を
追
求
し
、

そ

の
こ
と
が
わ
が
国
と
世
界
経
済

に
ど

の
よ
う
な
深
刻
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
に
な

っ
た
か
を
考
え
、
日
本

に
と

っ
て
い
か
な
る
解
決
策
を

選
択
す
ぺ
き

か
を
考
え

て
み
よ
う
。

日米経済摩擦の一考察
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一
、

一
九
八
〇
年
代
の
日
米
経
済
摩
擦
の
特
徴

レ
ー
ガ

ン
政
権

に
な

っ
て
か
ら

の
日
米
間

の
経
済
摩
擦

は
、
そ
れ
以
前
と

は
次

の
よ
う
な
点

で
異
な

っ
て
い
る
。

一
つ
に
、

一
九
六
二

年
か
ら
始
ま
る
繊
維
製
品
や
六
六
年
か
ら
始
ま
る
鉄
鋼
製
品
、
六
八
年

の
日
本
製

テ
レ
ビ

の
ア
ン
チ
ダ

ン
ピ

ソ
グ
提
訴
に
し
て
も
七
八
年

か
ら
工
作
機
械
最
低
価
格
規
制

の
実
施
、
そ
し
て
八

一
年
五
月

の
日
本
製
乗
用
車
輸
出
自
主
規
制
問
題
ま

で
は
、
摩
擦

の
範
囲
が
主

に
貿

易
取
引

に
限
定
さ
れ
て

い
た
。
ま
た
、
摩
擦
を
引
き
起

こ
し
た
産
業
や
製
品

は
特
定

の
分
野
に
限
ら
れ
る
特
徴
が

み
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、

篠
原
三
代
平
氏
が
指
摘
す
る

「
先
行
諸
国
が
長
い
間
か
か

っ
て
開
発
し
て
き
た
技
術
を
苦
労
な

し
に
わ
ず

か
の
ロ
ー
ヤ
リ
テ

ィ
を
払

っ
て

脚
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表4日 本の主要経済指標

貿 易 卸 売 物 価
消費者物 価
(東京都区部)

年 月
貿易収支経常収支

完全失業
率(%)

指 数

(55年=
goo)

前 年
同 期 比
C%)

指 数

(60年=
goo)

別 年
同 期 比(%)

昭和52年 度 20,335 13,996 2.1
　

:1 0.4 75.1 7.3

53年 度 20,531 11,852 2.2 79.0 p2.3 78.4 4.5
i

54年 度 p2,438 X13,853 2.0 89.3 13.0 82.0 4.5

55年 度 6,76fi 07,412 2.1 100.'7 12.8 87.7 7.0

56年 度 20,358 5,934 2.2 102.0 1.3 91.3 4.0

57年 度 2,141 9,135 2.5 103.0 1.0 93.S 2.8

58年 度 34,546 24,232 2.7 100.6 D2.3 95.9 2.2

59年度 45,601 37,015 2.7 100.8 0.2 98.2 2.3

60年度 61,60i 55,039 2.6 97.9 Q2.9 100.4 2.3

61年 度 101,648 94,139 2.8
..

Q10.0 100.7 0.3

61年10月 8,817 8,251 2.s 86.7 pl1.3 101.0 o.o

11月 8,548 8,223 2.8 87.0 p10.2 100.6 o.3

12月

62年1月

10,195

5,?03

9,191

4,841

Z.9

3.0

s7.0

86.5

Q9.9

△10.3

100.5

100.3

0.1

△αd

2月 ・., 7,634 2.9 86.4 09.1 100.2 D4.7

3月 9,386 8,487 2.9 86.6 △6.8 goo.s DO.3

4月 8,886 8,152 3.0 86.1 a6.o 101.5 0.3

5月 8,IIO 7,112 3.2 85.9 05.3 101.6 0.1

6月 8,042 7,49S 3.0 86.3 Q4.2 lol.s o.8

7月 P8,546 P7,171 2.7 87.1 p2.2 x.01.1 0.4

8月 P6,206 P5,305 2.8 87.3 X1.1 101..2 1

9月 P8,848 P8,384 2.8 87.2 00.2 log.9 1.0

10月
一 一 一 一 一 PIO2.0 P1,0

(注)

総務庁統計局調。

(出所)毎 日新 聞社 「週刊 エ コノミス ト」昭和62年11月24日 号。

△印はマイナス,Pは 速報値。①貿易収支は大蔵省調卸売物価は日本銀行調,消 費者物価は

一
挙

に
輸

入
し
模
倣
す
る

(
1
)

こ
と
が

で
き

る
L
と

い
う

理
由

で
、
戦
後
遅
れ
て
発

達

し
て
き
た
日
本

の
工
業

が
先
発
国

の
米
国

へ

「
キ

ャ
ッ
チ
ア

ッ
プ
」
す
る
こ

と
が
出
来
た

の
で
あ

っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
当
時

の
摩
擦

の

特
徴

は
繊
維
、
鉄
鋼
、
家

庭
電
化
製
品
、

カ

メ
ラ
、

工
作
機
械
、
自
動
車

へ
と

日
本

の
産
業
が
労
働
集
約

的
産
業

か
ら
徐

々
に
付
加

価
値

の
高

い
産
業

へ
国
際

競
争
力
を

つ
け
る
過
程
で
、

米
国

へ
の
輸
出
が
短
期
間

に
急
増
す
る
こ
と

に
よ

っ

て
米
国
の
該
当
す
る
産
業



9日 米経済摩擦の一考察

表5主 要 国 の対 外 資 産 負 債 残 高

ExternalAssetsandLiabilitiesofMajorCountries

(単位 億 ドル)

(US$100miI.)

1979198019811198211983119841955Year
資=産 計TotalAssets1,3541,5962,0932,2772,7203,4124,377

公 的 部 門PublicSector421470571537584645645

民 間 部 門PrivateSector9321,1261,5221,7402,1352,7673,732

直 接 投 資
DirectInvestment172196245290322379440

日 本
負 債 計T。talLiabilites1,0661,4801,9832,0302,3472,6693,079

,japan 公 的 部 門PublicSector142188276311331372391

民 間 部 門PrivateSectorg241,2921,7071,7192,0162,2962,688

直 接 投 資""'"`3433394044454

?DirectInvestment

純 資産NetAssets2881151092473737431,298

資 産 計TotalAssets5,1066,0697,197亀2498,7418,9829,524

公 的 部 門PublicSector7749039851,0831,1301,1961
,306

民 間 部 門P・avat・Sect・ ・4,3325,1666,2127,1667,6117,?868,218

直 接 投 資

DirectInvestment1・8792・1542・2832,0782,0722,1302,327

米 国 負 債 計T・talLiabilitie・ 缶161馬0085,790..…7,856亀9381α598

US 公 的 部 門 へ の 負 債

ForeignOfficialAssets1,5991,76Y1・8041・8911・9461・9912,023

そ の 他 部 門 へ の 負債O
therForeignAssets2・5633・2483,9864,9965・9106,9478,575

直 接 投 資

DirectInvestment5458301,0871,2471,3711,6461,830

純 資 産NetAssetsg451,0601,4071362885441-1
,074

(注)日 本 は 目本 銀行 謁 米 国 はSurveilofCurrentusiness ,

(出所)日 本銀行調査統計局 「国際比較統計」1987年 度。

と

の
間
で
引
き
起

こ
さ
れ
た
貿

易
摩
擦

で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め

こ
れ
ま
で
の
日
米
摩
擦
は
特
定

の
製
品
や
分
野
毎

の
話
合

い
に

よ
り
、
そ

の
都
度

一
応

は
鎮
静

化
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
。
し

か
し
八
〇
年
代

の
そ
れ

は
、
特

に
八
三
年
以
降

の
日
米
間
の
経

済
摩
擦
は
、

日
本
が

八
六
年
末

に
は

一
八
〇
四
億

ド

ル
に
及
ぶ

対
外
純
資
産
残
高
を
持

つ
世
界

一
の
債
権
国
と
な
り
、
貿
易
黒

字
も

一
〇

一
六
億
ド

ル
と
過
去

に
前
例

の
な

い
巨
額
な
黒
字

に

象
徴
さ
れ

る
よ
う

に
日
本

の
台

頭
が

顕
著

に
な

っ
て

い

っ
た

婁
4
、
5
)。

こ
れ

に
対

し

て
米

政

府

は

一
五
六

一
億
ド

ル

(八
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六
塵

末
)
に
及
ぶ
貿
易
赤
字

(稀

収
支
の
赤
字
は

面

西

億
ド
ル
)
を
何
と

し

て
も
肇

.せ
ね
ば
な
ら
な

い
と

の
追

い
つ
め
ら
れ
た
状

況

の
中

で
・
米
議
員
粟

国
の
利
害
関
係
叢

や
団
体

の
圧
力
婁

請
を
背
景

に
米
国
議
会

で

「
八
七
年
通
商

.
国
際
経
済
政
策
改
羨

案
」

の
上
下
両
議
会

で
の
法
案
通

過
を
行
な

っ
た
。

そ
れ
を
受
け

る
形

で
米
国
政
府

は
通
商
袋

を
再
三
日
歪

派
遣
し
、
呈

市
場

の

「
物
と

サ
ー
妄

」

の
両
面
で

の
大
幅
な
市
場
開
放
を
迫
り
、
米
国
製
品

の
輸
出
拡
大
と
米
国
企
業

の
日
本
市
場

ア
ク

セ

ス
を

容
易

に
し

よ
う
と
意
図
す
る
も

の
で
あ

っ
た
・
要
す

る
に
八
〇
年
代

の
日
米
間

の
経
済
摩
擦

の
原

因
が

日
本

の
ム
。
頭
と
米
国
経
済

の
貿
易
赤
字
と
財

政
赤
字
を
象
徴
す
る
讐

不
振

に
あ
る
た
め
、
摩
擦
を
引
き
起

こ
し
て
い
る
分
野
が

こ
れ
ま

で
の
よ
う
な
貿
易
問
題

に
と
ど

ま
ら
ず
、
弁

護

士
・
弁

理
士
・
関
西
新
空
港
、
東
京
藩

断
道
路
、

V
A
N

(付
加
価
値
韓

通
信
網
)

へ
の
参

加
問
題

や
海
運
相
互
主
義
案

か
ら
飼

料
用
麦

の
食
管
制
度
適
用
除
外
や
飼
料

の
承
認
工
場
制
度

の
廃
止
等

の
サ
壱

ス
産
業
盲

本
市
場

へ
の
算

入
間
題

で

の
強

い
不
満
と
改

善
案

が
あ
り
・
ま
た
憲

分
野

で
は
東
京
証
券
取
引
所
会
員
権

の
再
開
放
や
国
債

シ
ソ
ジ
τ

ト
団

へ
の
外
銀
制
限
撤
廃
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
・

こ
の
他

に
も
米
国
製
次
期
支
経

闘
機

の
購
入
要
求

や
、
米
国
企
業

の
合
併

.
取
得

の
制
限
、
等

々
の
広
範
囲
に
及

ん
で
い

る
・
ご
く
最
近
で
は
+
月
+
三

日
の
ワ

シ
ソ
ト

ソ
で

の

「
第
三
回
日
米
構
造
対
話
」

で
は
、

呆

の
大
都
市

で

の

「
鑑

へ
の
懸

税

制
」
が

日
本

の
内
需
拡
大
を
阻
ん
で
い
る
と

の
問
題
ま

で
叢

り
挙
げ

ら
れ
、
「
物
」

の
面
で
の
呆

へ
の
輸
出

の
堕

園
に
な
る
事
柄

は

無
論

の
事
・
憲

●
サ
壱

ス
肇

に
至
る
ま
で
広
範
囲
量

求
が
及
ん
で

い
る
。

そ
の
肇

.要
求
は
、
①
関
税

.
31
関
税
政
策
、
②
流

通
機
構
・
③
呆

政
府

の
産
業
支
援
姿
勢

保
護
政
策
、
④
商
慣
習
、
⑤
企
画

塞

準

.
認
証
制
度
、
⑥
検
査
手
続
き
、
⑦
食
馨

理
制

度
・
⑧

入
札
華

・
製

・
⑨
酒
税
な
ど
各
種
税
制
、
⑩
ダ

ソ
ピ

ソ
グ
問
題
、
簾

々
で
あ

る
。
以
上

の
よ
う

に
八
〇
年
代
、
特

に
八
三

年
以
降

の
日
米
讐

覆

の
特
徴

の

;

に
、
米
国

の
財
政
赤
字

と

貿
易
赤
字

の
急
増

を
背
景

と
し
て
、
摩
擦

の
範
囲
が

「
物
」
か
ら

「
金

融

。
サ

ー
ビ

ス
産

業
」

に
至

る
ま

で
広
範

囲

に
亙

っ
た
改

善
要

求
が

特

徴

と
な

っ
て

い
る
。

二

つ
に
・

米
国

は
畠

の

ハ
イ

テ
ク

ノ

・
ジ
ー
産

業
、

特

に
半
導

体

市
場

へ
の
日
本
製

・叩
の
侵

入
を

ア

ソ
チ
ダ

ソ
ピ

ソ
グ
規
制

で
阻

止
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し
た
り
、
米
国

ハ
イ
テ
ク
産
業

お
よ
び
国
防
産
業

へ
の
外
国
企
業

に
よ
る
M
&
A

(合
併

・
買
収
)
を
妨
げ
る
た
め
に

「
国
防
関
連
条
項
」

の
適
用
を
振
り
か
ざ
す
な
ど
、
米
国

ハ
イ
テ
ク
産
業
を
保
護
し
育
成

し
よ
う
と

の
強

い
姿
勢
が
う
か
が
え

る
。
米
国
に
と

っ
て
こ
れ
ら

ハ

イ
テ
ク
産
業
か
ら
の
米
国
企
業

の
後
退

は
、
残
さ
れ
た
数
少
な

い
最
先
端

の
高
付
加
価
値
産
業
を
も
外
国
企
業
に
よ
り
侵
食
さ
れ
る
こ
と

を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
防
上
か
ら
も
米
国
軍
需
製
品
を
完
成
さ
せ
る
の
に
多
く

の
外
国
部
品

に
依
存
す
る
よ
う
な
米
国
経
済
構
造

の
変
貌

を
な
ん
と
し
て
も
阻
止
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
そ

の
た

め
に
自
国
産
業
を
保
護
す
る
た
め
の
摩
擦

で
も
あ

っ
た
。
米
政
府

は

一
方

で
日
本
市
場

の
開
放

や
取
引
慣
行

の
改
善
を
強
く
求
め
、
他
方
で
米
国

の

ハ
イ
テ
ク
産
業
を
主
と
す

る
高
付
加
価
値

の
最
先
端
産

業
を
、
保
護

.
育
成
し
よ
う
と
す

る

「
攻
め
と
守
り
」

の
両
刀
を
使

っ
て
の
米
国
産
業

の
活
性
化
を
狙

っ
た
米
政
府

の
政
策

ス
タ
ソ
ス
が

日
米
間

の
経
済
摩
擦
を
引
き
起
し

て
い
る
。

三

つ
に
、
米
国
政
府

は
議
会

に
よ
り

巨
額

な
貿
易
赤
字

を

出
し
た
責
任

を
強
く
追
及
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
改
善
要
求
が

「
八
七
年
通

商

.
国
際
経
済
政
策
改
革
法
案
」

の
成
立
に
よ
り
、
①
通
商
法
三
〇

一
条

で
不
公
正
取
引
慣
行

の
認
定
権
限

を
U
S
T
R

(米
国
通
商
代

表
部
)

へ
移
行
さ
せ
、
上
院

の
ス
!
パ
ー
三
〇

一
条

で
は
、

一
貫
し
て
輸

入
障
壁
を
行
な

っ
て
い
る
国
を
特
定
す
る

権
限

を

U
S
T
R

へ

移
行
す
る
、
②
下
院

の
ゲ

ッ
パ
ー
ト
条
項
で
は
、

I
T
C

(国
際
貿
易
委
員
会
)
が
過
剰
黒
字
国
を
認
定

し
、
U
S
T
R
が
当
該
国

の
不
公

正
取
引
慣
行

の
有
無
と
米
国
経
済

に
損
害
を
与
え

て
い
る
か
ど
う
か
を
認
定

し
報
復
措
置
を
講
ず
る
、
③

二
〇

一
条

の
輸

入
救
済
条
項
で

は
、
下
院
案

で
は
救
済
権
限
を
大
統
領
か
ら
U
S
T
R

へ
移
行
し
、
上
院
案

で
は
大
統
領

の
救
済
拒
否
権
を
制
限
し
て
い
る
、
等

で
こ
れ

ま
で
の
大
統
領

の
権
限
を
大
幅

に
制
限

・
縮
小

し
、

I
T
C
や
U
S
T
R

へ
そ

の
権
限
を
移
行
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
米
国
議
会

は
大
統
領

の

「
対

外
政
策

の
無
策
と
そ

の
対
応

の
生
温
さ
」

に
強

い
反
感
を
も
ち
、

こ
の
法
案

の
成
立
に
よ
り

米
国
企
業

の
活
性
化
と
巨
額

に
上
る
貿
易
赤
字
を
改
善
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

レ
ー
ガ

ン
政
権
と
し
て
は
出
来
る
限
り
日
米
間

の
摩
擦
案

件
を
法
案
成
立
以
前

に
解
決

し
、
来
春

に
予
定
さ
れ

て
い
る
法
案
成
立
を
極
力
回
避
さ
せ
た
い
の
で
あ

る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
が
日
米
間
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の
経
済
摩
擦
を

い

っ
そ
う
広
範
囲

で
深
刻
な
も
の
に
し
て
い
る

の
が
特
徴
と
い
、兄
る
。

二
、

一
九
八
〇
年
代
の
日
米
経
済
摩
擦
の
世
界
経
済

へ
の
影
響

一
九
八
〇
年
代

の
日
米
経
済
摩
擦
は
、
そ

の
究
極
的
原
因
を
米
国
経
済
力

の
相
対
的
な
後
退
と
日
本

の
経
済
力

の
台
頭
に
そ
の
背
景
を

求

め
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら

の
事
実
が
世
界
経
済
と
わ
が
国
に
と

っ
て
ど

の
よ
う
な
重
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
か
を
考
・兄
て
み
よ
う
。

ま
ず
第

一
に
、
米
国
は
第
二
次
大
戦
後
特

に
顕
著

に
な

っ
た
政
治
的
、
軍
事
的
、

そ
し
て
経
済
的
な
絶
対
優
位
を
背
景

に
パ

ッ
ク
ス
ア

メ
リ
カ
ー
ナ
が
形
成
さ
れ
、

ニ
ュ
ー

ヨ
ー

ク
は
世
界

の
金
融

セ
ソ
タ
ー
と
し

て
重
要
な
役
割
を
演
じ
る
こ
と

に
な

っ
た
。
そ
こ
で
は
米
国

通
貨
が

「
国
際
通
貨
」
と
し
て

「
金
」
と
同
等

の
資
格
を
得

て
国
際
間
の

「
決
済

・
貸
借
」

に
大

い
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

こ
の

こ
と
は
米
国
が
戦
争
を
経

て

ヘ
ゲ
モ

ニ
ー
が

拡
大
し
、
米
国
国
内
通
貨

が

国
際
間

の

「
基
準
通
貨
」
、
「
取
引
通
貨
」
、
そ
し
て

「
準
備
通

貨
」
と
し
て
何
れ
に
も

ア
ベ
イ
ラ
ビ
リ
テ
ィ
ー
が
向
上
し
た

こ
と

に
よ
り
、
米
ド

ル
が
国
際
通
貨
と
し
て
世
界
各
国

に
自
然

に
受
け
入
れ

ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た

の
と
同
時

に
、
I
M
F
通
貨
体
制

の
成
立
に
よ
り
制
度
的
に
も

「
国
際
通
貨
」
と
し

て
の
地
位
を
確
立
し
て
い

っ

た

の
で
あ

っ
た
。

こ

の

よ
う

に
米

ド

ル
を
中
心
に
戦
後

の
新
た
な
為
替
相
場
体
系
が
I
M
F
体
制
の
下

で
成
立
し
、
固
定

(変
更
可
能
で

あ
る
が
)
さ
れ

る

よ
う

に
な

っ
た
結
果
、
米
国
は
戦
争
を
通
じ

て
保
有
す
る
こ
と

に
な

っ
た
世
界

の
貨
幣
用
金

の
約
三
分

の
二
を
パ

ッ
キ

ン
グ

に
積
極
的
に
グ

ロ
ー
バ

ル
な
資
金

の
還
流
を
実
行
す
る
こ
と

に
な
り
、

こ
の
米
国

に
よ
る
積
極
的
な
資
金

の
還
流
こ
そ
が
戦
後
各
国

の
経
済
復
興

に
大

い
に
役
立

つ
こ
と
に
な

っ
た

の
で
あ
り
、
米
国
自
身
も

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国

の
保
護
主
義
的
ブ

ロ
ッ
ク
経
済
圏

の
成
立
を

遅
ら
せ
、
米
国
製
品

の

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
市
場
か
ら

の
締

め
出
し
を
阻
止
す
る
こ
と
が

で
き
た

の
で
あ

っ
た
。
そ

の
こ
と
は
ま
た
戦
争

に
よ

つ

て
拡
大

し
続
け
た
米
国
の
生
産
高
を
縮
小
さ
せ
る
こ
と
な
く
戦
後
恐
慌
の
脅
威
を

回
避
す
る
こ
と
が
出
来
た

の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
戦
後

四
七
年
を
経
た
現
在
、

ウ

ォ
ー

ル
街
は
国
際
金
融

セ
ソ
タ
ー
と

し
て
グ

ロ
ー
バ

ル
な
資
金

の
流
入
と
還
流
を
最
も
効
率
的
に
行
な
う
重
要
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な
役
割
を
果
し
て
お
り
、
そ
の
国
際
金
融

セ
ン
タ
!
の
機
能

の
低
下
は
、
為
替
相
場
体
系

の
安
定
、
適
正
金
利

の
実
現
、
資
源

の
グ

ロ
ー

バ

ル
な
適
正
配
分
、
等

に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
り
、
国
際
間

の
経
済
取
引

の
円
滑
な
遂
行
と
繁
栄

に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る

も

の
で
あ

る
。
こ
の
国
際
金
融

セ
ン
タ
ー
の
機
能

の
低
下
は
、

例
え
ば
中
東
諸
国
で
の
戦
争
危
険
の
増
大
や
累
積
債
務
国
問
題
で
の
モ
ラ

ト
リ
ア
ム
や
デ

フ
ォ
ル
ト
に
よ
る
金
融
不
安

の
拡
大

に
よ

っ
て
も
起
き
る
が
、

こ
の
場
合
は
国
際
緊
張
が
解
消
さ
れ
る
ま
で
の

一
時
的

で

過
渡
的
な
場
合
が
多

い
が
、
世
界
経
済

の
中
心
国

で
あ

る
米
国

へ
の
信
認

の
低
下
ま
た

は
不
信

に
よ

っ
て
起

こ
る
場
合
は
、
米
国
経
済

の

信
認
が
回
復
す
る
か
、
ま
た
は

ヘ
ゲ
モ

ニ
ー
の
移
転
が
完
全

に
実
現
す
る
ま
で
金
融

セ
ン
タ
ー
の
機
能

の
低
下
が
長
期
間
続
く

こ
と

に
な

る

の
で
、
そ

の
間
の
世
界
経
済

に
及
ぼ
す
影
響
は
深
刻

で
重
大

で
あ

る
。
現
在

の
米
国
経
済

へ
の
信
認

の
低
下
が
為
替
デ

ィ
ー
ラ
ー
達

に

ド

ル
相
場
の
現
状
水
準

に
疑
問
を
抱

か
せ
、
新
た
な
為
替
相
場
の
均
衡
体
系
を
模
索
す
る
た
め
の
オ
ー
バ

ー
シ

ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
助
長
さ

せ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

第
二
に
、
そ

の
ド

ル
の
先
安
感
は
、

ウ

ォ
ー
ル
街
で
の

「
決
済

・
貸
借
」
資
金

の
合
理
的
で
グ

ロ
ー
バ

ル
な
還
流
を
難
し
く
さ
せ
、
先

進
主
要
各
国
の
金
融

.
資
本
市
場
に
投
資
資
金
が
滞
留
し

マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
を
煽
る
こ
と

に
な

っ
て

い
る

(表
11
)。

こ
の
結

果
、

一
方

で
経

済

の
実
勢
を
反
映
し
な

い
株
式

.
債
権
相
場

の
高
騰
や
、
東
京
、

ニ
ュ
1

ヨ
ー
ク
、

ロ
ソ
ド

ン
等
の
大
都
市

の
不
動
産
価
格
を
急
上
昇
さ

せ
る
こ
と
に
も
な

っ
た
。

ま
た
第
三

に
、
N
I
C
S
を
始

め
累
積
債
務
国

の
多
く
が
最
も
資
金
を
必
要
と
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
世
界
経
済

の
低
迷

に
よ
る
債

務
支
払

い
能
力

へ
の
不
信

か
ら
彼
ら
に
投
資
が
な
さ
れ
難

い
状
況

に
あ

る
。

こ
の
よ
う
な
状
況

は
累
積
債
務
国
を
い

っ
そ
う
苦
し
め
る
こ

と

に
な
り
、

モ
ラ
ト
リ
ア
ム
や
デ

フ
ォ
ル
ト
宣
言
を
債
権

・
債
務
者

の
ど

ち
ら

か
が
出
す
か
も
し
れ
な

い
、
と

の
債
務
不
履
行
の
可
能
性

へ
の
国
際
緊
張
が

い

っ
そ
う
高
ま
る
状
況

で
あ

り
、
米
国

の

ヘ
ゲ

モ

ニ
ー
の
低
下
が
累
積
債
務
国
問
題

の
解
決
を
遅
ら
せ
る
ば

か
り
か
、

国
際
金
融
不
安

で
の
国
際
緊
張
を
高
め
る
要

因
と
も
な

っ
て
い
る

(表
6
)。
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Ext翻P器灘 縦 響 幣 甘舗 懇 ・ed)
(単 位 百万 ドル)

(US$mil.;

1982 鞭
鰍一

s7,544

16,228

14,615

6,?34

100,283

14,731

13,953

9,076

105,448

20,628

18,514

19,512

S,031

8,929

174,922

51,642

50,179

15,886

12,124

5,278

32,71.4

4,438

4,578

5,289-

32,273

838

8,133

6,865

33,527

10,14

5,397

1,046

5,993

4,681

1983

うち

対 金 融

機 関Of
which

financial

markets

緯

灘
12,237

119,494

22,ss9

21,685

21,152

10,593

10,579

1984

34,84274,659

4,16816,112

4,432'1.5,765

-・ 一一9

,4576,334;

搬
鰍

33,8661.10,506

969116,368

7,49912,211

9,34011,G41

40,271129,392

11,51?

7,212

1,612

8,017

5,2'73

24,983

22,862

22,295

12,226

i1,612

129,296221,532166,961248,225

44,580

39,939

12,313

11,680

66,759

59,495

25,445

12,914

6,872

59,718

46,249

20,765

12,555

5,004

70,071

68,535

26,746

i7,249

37,669

4,365

4,580

7,480

32,165

798

7,100

8,373

45,257

13,590

7,155

2,332

9,05s

5,575

189,134

1985 灘
継

83,831

17,821

15,850

12,452

1.23,062

17,751

62,481

53,524

23,072

16,989

13,664

13,016

×53,242

29,126

26,625

26,650

13,834

13,561

271,776

72,510

73,S94

35,504

16,650

44,202';

4,798

4,584

9,870

34,784

848

・ ・

8,456

53,528

17,251

デ ッ ト ・サ
ー ビ ス ・レ

イ鄭

ratio

r

29.4',

30.91

19.7

2虫81

7,779

3,218

9,961

6,237

204,048

63,883

57,451

30,497

16,441

10,17212,73510
,8398,7653,702

惣羅黙 業織瀞鍛灘謡il
(出所)日 本銀行調査統計局 「国際比較統計」1987年 度。
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h

l

s

融
関

ド
旧
α

審
讐

1975年

Year

5,518

72

2,675

1,978

5,9sa

r・

2,067

28

4,59s

1,280

1,656

34

691

439

24,II4

8,623

8,988

1,250

..
・

476

15,258

3,189

5,915

2,633

27,748

4,842

4,475

1,053

37,817

5,709

7,994

12,232

1,338

1,394

45,2?8

11,414

14,132

3,124

1,262

3,?33

ヨ ー ロ ツ ノミ

Europe

ト ル コ

Turkey

イ ス ラ エ ル

Israel

ギ リ シ ャ

Greece

中 東 ・ア フ リ カiVl
iddleEast・Africa

エ ジ プ ト

EgSTpt

ア ル ジ ェ リア

Algearia

ナ イ ジ ェ リア

Nigeria

ア ジ ア 。大 洋 州

Asia・Oceania

韓 国韓 国

Korea

イ ン ドネ シ ア

Indonesia

イ ン ド

India
'マ レ ー シ ア

Malaysia

フ ィ リ ピ ン

Philippines

中 南 米C

aribbeanand

LatinAmerica

メ キ シ コ

Mexico

ブ ラ ジ ル

Brazil

ア ル ゼ ン チ ソ

Argentina

ベ ネ ズ エ ラ

Venezuela

チ リ

Chide

合T
。ta1計1・26,…140,・92

(注)(1)TheWorldBankWorldDebt

TaLblesに よ る。

(2)地 域 別 区 分 は,上 記 資 料 に 基 づ

き,ヨmッ パは 地 中16力 国 を抽 出 。

 

第
四
に
、
米
国
政
府

の
二
千
億

ド

ル
を
超
え
る
巨
額
な
財
政
赤
字

は
、
そ
れ
を

フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
す

る
た
め
に
継
続
的
な
米
国
国
債

の
円

滑
な
消
化
が
必
要

で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
米
国
国
債

の
魅
力
を
維
持
す
る
と
同
時

に
米

ド
ル
相
場
の
先
安
感
を

一
掃

さ
せ
る
た
め
に
、

米
国
金
利
を
相
対
的

に
高

め
に
堅
持
す
る
必
要
が
あ

っ
た
(表
7
)。

し
か
し
、
米
国
の
高
金
利
政
策
は
財
政
負
担
を
益

々
過
重
な
も

の
に
し
、

米
国
企
業

の
損
益
分
岐
点
を
下
げ
、
景
気

の
先
行
き

に
い

っ
そ
う

の
不
安
を
抱

か
せ
る
結
果
と
な
る

の
で
、

ド
ル
の
先
安
感
と
イ
ン
フ
レ

懸
念
を
予
想
さ
せ
、
ま
た
そ
れ
が
景
気

の
先
行
き
不
安
と
な
り
繰
り
返
さ
れ
る
悪
循
環
を
連
想
さ
せ
る
状
況

に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う

な
状
況

の
中

で
、
米

政
府
が
日
本
や
西
独
に
比
べ
相

対

的

に
金

利
を
高
め
に
誘
導
す
る
こ
と

で
世
界

の
金
融

セ
ソ
タ
ー
の
機
能
を
維
持

し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
第

一
次
大
戦
後

の
イ
ギ
リ

ス
が

一
九
二
五
年
金
本
位
制
復
帰
後
か
ら

一
九
三

一
年

の
世
界
恐
慌

に
よ
り
金
本
位

制
を
離
脱
す
る
ま

で
、
常

に
米
国

に
対
し
て
金
利
を
高
め

に
誘
導
す
る
こ
と

で
世
界

の
金
融

セ
ン
タ
ー

へ

「
資
金

の
流
入
」
を
誘
引
し
た

事
実
と
酷
似
し

て
い
る
(衷
8
)。
し
か
し
そ

の
後
、
三

一
年

六
月

の
オ
ー
ス
ト
リ

ァ
の
ク

レ
ジ

ッ
ト
ア
ソ
シ

ュ
タ
ル
ト
銀
行

の
経
営
破
綻
が

引
金
と
な
り

ロ
ン
ド

ン
か
ら
の
資
金

の

一
斉

の
引
揚
げ
に
よ
り
、
イ
ギ
リ

ス
金
本
位
制

の
崩
壊
を
決
定
的
な
も

の
に
し
た

の
で
あ

っ
た
。
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表7日 米金利の推移
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(出所)毎 日新聞社 「週刊エ コノミス ト」昭和62年12月17日 号,IMF月 報。

こ
の
よ
う
な
両
大
戦
間
の
前

例
も
あ

る
よ
う

に
、
巨
額
な

双
子

の
赤
字
を
抱
え
な
が
ら

金
融

セ
ソ
タ
ー
と
し
て
の
機

能
を
堅
持
し
よ
う
と
す
る
米

国

の
努
力
は
何
か
を
き

っ
か

け
に
破
綻
が
起
き

る
の
で
は

…
…
、
と

の
懸
念
を
抱
か
せ

る
こ
と
と
な

っ
て
お
り
、
世

界
恐
慌
再
来

へ
の
危
惧
が
世

界

の
ち

ょ
っ
と

し
た

ニ
ュ
ー

ス
で
も
金
融

・
資
本
市
場
を

過
敏

に
反
応
さ
せ
る
状
況

に

あ

り
、
そ
れ
が
世
界

の
金
融

不
安
を
増
幅
し
て
い
る
と

い

え
よ
う
。

第
五
に
、
第

二
次
大
戦
後
、

米
国

は
戦
争
を
通
じ
て
農
産
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表8雨 大戦間の日米間の金利差

年r_x喉 国1米 国1英 一米 陣1月 喉 国
1米 国 1英 一米1

192 X2/27 4.0 3.5 o.5 03/06 4.0 4.0 ⑪
03/05 5.0 3.5 1.5 03/14 4.0 3.5 4.5
08/06 4.5 3.5 1 03/20 3.5 3.5 0
10/01 4.0 3.5 0.5 05/01 3.0 3.5 一 〇

.5

X2/43 5.0 3.5 1.5 05/02 3.0 3.0 0
1926 of/os 5.0 4.0 1 os/Zo 3.0 2.5 0.5
44/23 5.0 3.5 1.5 12/24 3.0 2.0 1
08/13 5.0 4.0 1 1931 05/08 3.0 1.5 1.5

127 0/21 4.5 4.0 0.5 05/24 2.5 1.a 1
08/05 4.5 3.5 1 07/23 3.5 1.5 2

X92$ 02/03 4.5 4.0 0.5 07/30 4.5 ]..5 3
05/18 4.5 4.5 0 09/21 6.0 1.5 4.5
07/13 唾.5 5.0 一一〇

.5 10/09 s.o 2.5 3.5
1929 02/07 5.5 5.0 0.5 10/16 6.0 3.5 2.5

1:1・ 5.5 s.o 一 〇
.5 X932 Q2/18 5.0 3.5 .5

49/26 6.5 6.0 o.5 02/25 5.Q 3.0 2
10/31 s.o 6.0 0 0310 4.0 3.0 ユ

11/01 6.0 5.0 1 03/17 3.5 3.Q 0.5
11/15 s.o 4.5 1.5 44/21 3.0 3.0 0
11/21 5.5 4.5 1 05/12 2.5 3.0 一 〇

.5

12/12 5.0 4.5 0.5 06/24 2.5 2.5 0
193Q 02/06 4.5 4.5 0 06/30 2.0 2.5 一 〇

.5

02/07 4.5 4.Q 0.5

(注)各 国中央銀行報告 およびEconomist .銀行報告 およびEconomist.

行調査統計局 「外 国為替統計」昭和10年 。

 

)

物

か
ら

工
業
製
品
に
至
る
ま
で
国
際

競
争
力

の
絶

対
的
優
位
を
背
景
に
戦

後

の
米
国
製
品

の
輸
出
先
市
場
の
継

続
的
確
保

の
た
め
自
由
貿
易
主
義
を

強
く
唱
え
、
そ

の
見
返
り
に
国
際
機

関
を
通
じ

て
ま
た
は
相
対

で
種

々
の

経
済
援
助
を
自
由
主
義
陣
営

の
各
国

に
行
な

っ
て
き

た
。
そ

の
こ
と
が
米

国
の
影
響
力
を
高

め
、
米
国
と
の
関

わ
り
を
よ
り
緊
密

に
し
、
米
国
経
済

と
各
国
の
相
互
依
存
関
係
を
強
め
る

も

の
に
な

っ
て
い

っ
た
。
そ
し
て
米

国

の

ヘ
ゲ
モ

ニ
ー
の
下
で
自
由
貿
易

の
ル
ー

ル
を
基
調

に
国
際
分
業
が

グ

ロ
!
バ

ル
に
展
開
さ
れ
、
各
国
が
分

業

の
利
益
を
享
受
す
る
こ
と

で
戦
後

の
経
済
的
繁
栄
が
続

い
て
き
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
元
来
自
由
貿
易
を
唱
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え
る
国
は
国
際
競
争
力

の
優
位

に
あ
る
場
合

で
あ
り
、
米
票

競
争
力

蔭

り
を
見
せ
始
め
た
と
き
、
保
護
主
義
的
要
請
が

一
部
米
国
の

劣
位
産
業
か
ら
出

て
来

る
こ
と
は
必
然
的
と
も

い
え
よ
う
。

こ
の
た
び

の
保
護

主
蓄

の
強

い

「
包
括
通
商
法
案
」
も
見
方

に
よ

っ
て
は

「
市
場
が
閉
鎖
的

で
あ

る
国
」
や

「
不
公
正
な
取
引
慣
行
」
を
行
な

っ
て
い
る
国

に
改
葦

迫

る

の

に
必
要
な

「
相
互
義

を
徹
底
さ
せ

る
」
法
案

で
あ
り
・
米
票

畠

貿
易
嚢

を
堅
持
す
る
姿
勢

の

一
端

で
あ

る
と

の
見
解
も
存
在
す

る
。

し
か
し
、

.航

ま
で
ず

っ
と
問

題
と
し
な
か

っ
た
事
柄
が

一
九
八
三
年
頃

か
ら
急
速

医

範
囲

に
亙

ぞ

摩
擦
を
生
じ
る
よ
う

に
な

っ
た

.芝

自
体
が
、
米
国

の
対
外
通

商
政
策

の
姿
勢

の
変
更
と
も
受
け
取
ら
れ
る

の
で
あ

り
、
「
国
防
関
連
条
項
」
や

「
関
税
法
三
三
七
条
改
正
案
」
等
も

含
め
米
国
議
会

の

保
護
義

色
は
強
く
な

っ
た
と
言
え

よ
う
ご

」
の
よ
う
な
米
国
議
会

の
保
護
義

的
潮
流
を
何
と
し

て
も
押

し
留
め
る
必
覆

は
、
畠

貿
易

の
下

で
屡

分
業

の
利
益
叢

大
限
享
受
し
て
い
る
日
本
と
西
独
に
と

っ
董

要
で
あ

り
、
他

の
G
5
、
G
7
の
メ
ソ
。↑

と
協
力

し
解
決

に
鋭
意
努
力
す
べ
き

で
あ
る
。

何
れ
に
せ
よ
・
米
票

世
界
各
国
と
最
大
の
関
わ
り
を
持

っ
て
世
界
嚢

が
運
営
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
妻

か
ら
も
米
国
讐

力
の

低
下
に
よ
る
世
界
経
済
へ
の
影
謹

多
大
で
あ
り
、
米
国
経
済
の
浮
沈
は
世
界
各
国
に
広
藷

で
深
刻
な
影
響
を
直
接

.
間
接
に
及
ぼ
す

結

果

に
な

っ
て

い
る
・

そ

し

て
・

ド

ル
信
認

の
低

下
が
為

替

相

場

の
大
幅
な
変

動

を
も

た
ら

し
、

そ

し

て
、

ド

ル
離
れ
現
象

は

二

、
ー

.

}

へ
の

「
決
裁

・
貸
借
」

の
資
金

の
流

入
を
低
迷
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
そ

の
結
果
資
金

の
グ

・
L

ハ
ル
な
還
流
が
円
滑

に
行
な
わ
れ

な
く
な
る
こ
と
で
資
金

の
偏
在
が
金
融

・
資
本
霧

で
の
歪

み
を
引
き
起
こ
し
、

世
界
経
済
本
来

の
護

を
阻
虫
口す
る
.』
と
に
な

っ
て
い

る
・
さ
ら
に
・
米
国
経
済

の
不
振
が
累
積
債
務
国
問
題

の
解
決
を
遅
ら
せ
る
こ
と

に
も
な

っ
て
い
る
。

.あ

よ
う
な
状
況

の
中

で
、
米
国

の
保
護
貿
易
主
蓄

の
強
い

「
包
括
通
商
法
案
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
保
護
貿
易
嚢

の
潮
流
の
台
頭
は
、
国
際
分
業
の
展
開
に
よ
り

簗

を
続
け
て
き
た
世
界
響

髭

を
落
と
す
も
の
で
あ
り
、
何
と
し
て
も
阻
止
せ
ね
ぽ
な
ら
な
い
重
委

問
題
で
あ
る
。
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三
、
日
米
経
済
摩
擦
に
よ
る
日
本

へ
の
影
響

次

に
、
日
本
経
済

に
と

っ
て
ど

の
よ
う
な
深
刻
な
問
題
を
引
き
起
こ
す

こ
と

に
な

っ
て
い
る
か
を
考
え

て
・宝

う
・
ま
ず
笙

に
・

日

本

に
対
す

る
広
範
な
分
野

で
の
「
霧

の
開
放
」
と

「
不
公
正
な
取
引
慣
行
」
改
善

の
強

い
対

日
案

に
よ
り
・

日
本
霧

は
遅
か
れ
早
か

れ

「
物
と

サ
ー
ビ
ス
」

の
両
面
で
大
幅
な
開
放
と
畠

化
が
現
実

の
も

の
と
な

っ
て
い
る
・

こ
れ
ま
で
に
欧
米
人
か
ら
見

て
日
本
独
特

の

取
引
慣
行
や
複
雑
な
流
通
機
楚

よ
り
、
米
国
製
品

の
対
日
輸
出
と
米
国
企
業

の
日
本
市
場

へ
の
ア
宅

ス
を
讐

く
し
て
き
た
各
種

の

規
制

.
制
限
や
複
雑
な
手
続
き
、
流
濃

構
、
各
種

の
制
度
等

々
は
大
幅

に
緩
和
あ

る
い
は
撤
廃

せ
ざ

る
を
得
な
く
な

っ
て
お
り
・

日
本

企
業
は
諸
外
国
と

の
い

っ
そ
う
厳

し
い
撃

に
直
面
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
ろ
う
。

こ
れ
ま

で
の
米
国
政
府

は
米
国
製
品
と
米
国
企
業

の
た

め

に
日
本
市
場

の
最
大
限

の
開
放

を

要
求
し
、
為
替
調
整

に
よ
る
不
均
衡

の
解
消
を
考
え

て
き

た
・

こ
の
米
政
府

の
政
策

ス
タ

ン
ス
が

「
円
相
場

の
継
続
的
高
値
・卯
進
」
と

「
日
本
企
業

と
の
競
争
激
化
」
を
招

い
て
お
り
、

そ

の
結
果
日
本
経
纏

造
を
大

き

く
変
貌
さ
せ
る

璽

過
程
が
進

ん
で
い
る
。

.、
の
日
本

の
経
済
構
造

の
変
貌

に
は
、

;

に
、
国
際
競
争
力

の
な

い
生
産
性

の
低

い
企
業
や
産
萎

ど
市

場
開
放

の
進
展

に
よ
り
諸
外
国
と

の
厳

し
い
競
争

の
激
化
を
通
じ

て
撤
退
や
肇

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
か
・
ま
た
は
大
手
企
業
や
外
国
企

業
と

の
合
併

.
提
携

で
の
生
き
残
り
策
を
見

い
だ
さ
ね
ば
な
ら
な

い
で
あ

ろ
う
。
二

つ
に
、
円
相
場

の
継
続
的
高
値
昂
進
は

「
外
国
通
貨

建

て
」
取
引
を
し
て
き
た
輸
出
産
業

の
採
算
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と

に
な
り
、

こ
の
理
由
か
ら
も
生
産
性

の
低

い
産
業
や
企
業

ほ
ど
困
窮
し
・

新
た
な
生
き
残
り
策
を
見

い
だ
さ
ざ
る
を
得
な
く
な

ろ
う
。

「
競
争

の
激
化

と

円
高
」

の
二

つ
の
要
因
が
、
外

国
企
業

産

業
と

の
競
争
を
激
化
さ
せ
る
の
で
、
摩
擦
を
回
避
さ
せ
る
た
め
に
欧
米

で
の
現
地
生
産
を
促
進
さ
せ
る

こ
と
に
な

っ
た
り
、
あ
る

い
は
円
高

に
よ
る
採
算
悪
化
を
克
服
す
る
た
め
に
・
人
件
費

の
安

い
N
I
C
S

へ
企
業

や
工
場

の
移
転
を
積
極
的

に
進
め
る
.』
と

に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
企
業

の
現
地
生
産

や
工
場
移
転

は
、
日
本

の
輸
出
を
急
速

に
縮
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表9国 別 ・商 品 別 貿 易 額 輸 入 額 構 成 比(%)

TradeValuebyCountryandCommodity(continued)Imports:PercentageComposition

製品計

Total

of

products

(5.6・

7・s)

そ の 他
工業製品

Other
industrial

products

C6・$)

ム
　
　
ロ
　

ヨ

　

ヰ

け　

　

　

・
機

醐

&

柳
い

皿
の

 騨
耀

翻

剛
窪

化学製品

Chemi-

calS

(5)

24.6

24.0

21.0

21.5

22.61

25.0

27.1

28.1

13,0

13.1

10.8

10.0

11.6

12.2

13.4

13.51

7.0

6.4

6.O

G.3

5.9

7.1

7.7

S.3

4.6

4.5

4.2

4.4

5.1

」.6

6.0

G.2

燃 料

Fels

(3}

原 料

Raw

materials

(2・4)

食 料

Food-

stuffs

SITC

XO.1}

39.8

×1.2

50.1

51.G

50.4

47.3

45.1

×3.8

20.3

20.8

rl

14.S

X5.0

15.0

15.0

14.5

14.5

13.1

10.5

Z1.3

11.2

11.9

11.9

1.2.2

年Year

1978

1979

・'1

×981

1982

1983

1984

1985

日 本

Japan

58.6

54.7

52.7

55.0

57.2

63.e'

G8.6

"r1
.9

27.21

25.0

23.6

24.7

25.5

26.3

27.9

28.2

27.7

26.U

25.5

26.7

27.7

33.2

36.4

39.5

3.7

3.6

3.6

3.6

4.4

4.2

4.2

4.2

24.5

29.3

32.9

31.1'

26.7

22.4

18.7

×5.5

5.9

5.6

4.8

4.7

3.9

4.1

3.8

3.4

9.3

8.8

1

7.4

7.7

7.6

6.9

6.8

1978

1979

1980

1981

×982

1983

1984

1985

 

国米

US

(注)(1)OECDStatisticsofForeignTradeに よ る。(2)商 品 分 類 は 圏際 標準貿 易分 類(SITC)に

よ る。(3)米 国 はF.O.B価 格

(出 所)日 本銀 行 調 査 統 計 局 「国際 比 較 統 計」1987年 度 。

小
す
る
こ
と
に
な
る
と
同
時

に
製
品

の

逆
輸

入
が
増
加
す
る
こ
と

で
貿
易
収
支

の
黒
字
を
急
速

に
縮
小
さ
せ
、
そ

の
反

面
、
企
業

の
海
外
進
出

に
伴
う
資
本
の

直
接

・
間
接
投
資
が
急
増
す
る
こ
と

に

な
り
投
資
収
益
を
増
加
さ
せ

て
い
る
。

そ
の
た
め
今
後

日
本

の
経
常
収
支

は
、

貿
易
黒
字

の
減
少
を
補
う
形

で
貿
易
外

収
支

の
好
転
が
進
み
、

い
わ
ゆ
る
国
際

収
支
発
展
段
階
説

で
言
う

「
成
熟
型

の

債
権
国
」

へ
の
変
貌
が
進
む
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
ま
た

コ
ス
ト
削
減

の
た
め

の
企
業

の
海
外
移
転

は
、
付
加
価
値

の

低
い
労
働
集
約
的
な
産
業
を
中
心
に
近

隣
の
東
南

ア
ジ

ア
N
I
C
S

へ
の
企
業

進
出
が
顕
著
と
な

っ
て
お
り
、
わ
が
国

と
そ
れ
ら

ヒ
ソ
タ
ー
ラ

ソ
ド
と

の
関
係

よ
、
さ
ら

に
い

っ
そ
う
緊
密
な
も
の
と

セ

碁
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な
り

つ
つ
あ

る
。
ま
た
、
自

動
車

組

立
工
場

の
場

合

の
よ
う
な

親
企
業

の
海

外
移
転

は
、
多
く

の
下
請

け
企
業
や
関
連

部
品
会
社
を
伴

う

こ
と

に
な
る
の
で
、
わ
が
国
の
特
定
分
野

の
産
業

の
空
洞
化
は
予
想
以
上
に
早
期

に
促
進
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
・
そ

の
反
映
と
し
て
日

本

の
企
業

の
雇
用
機
会
が
急
速

に
縮
小
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

日
本
企
業

の
海
外
進
出

は
・
生
産
性
の
低

い
部
門
か
ら
付

加
価
値

の
高

い
高
度
技
術
を
必
要
と
す
る
部
門

へ
移
行
し

て
進
ん
で
お
り
、

日
本
は
こ
れ
ま
で
の
原
材
料
を
中
心
と
す
る
輸

入
嵯

氾
か
ら

製

品
輸

入
比
率

が
急
速

に
高

ま
り
、

今
後

も

い

っ
そ
う
拡

大

す

る

こ
と

が

予
想

さ
れ

る

(表
9
)。

以
上
の
よ
う

管

本
企
業

の
海
外
進
出

に
伴
う
工
場
移
転

は
、

日
米
間
の
経
常
収
支

の
不
均
衡

に
根
ざ

し
た
日
米
経
済
摩
擦

の
鎮
静
化

に
大

い
に
貫
献
す
る
も

の
と
考
・葦

れ
る
が
、
他
方

で
は
日
本
経
済

の
構
造

に
大
き
な
変
貌
も
持
た
ら
す
も

の
で
あ
り
・
そ

の
影
響
は
日

本
経
済
全
体

に
広
範
囲
で
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
①
競
争

の
激
化

は
企
業

の
合
併

・
提
携

や
海
外
進
出
を

促
し
、
②
製
品
輸
入
比
率
を
高
め
、
③
貿
易
収
支

の
均
衡
化
と
投
資
収
益

の
急
増

で
貿
易
外
収
支

の
好
転

に
よ
る
貿
易
立
国
か
ら
金
融
大

国

へ
の
変
身
を
促

し
、
④
輸
出
減
少

で
の
国
内
産
業

の
不
振
に
よ
る
雇
用
不
安
、
等
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
・

こ
の
よ
う
な

日

本

の
経
済
構
造

の
変
貌

は
結
局
、

日
本

の
生
産
性

の
低

い
産
業

の
国
内
生
産
を
中
止
し
、
生
産
性

の
高

い
産
業

の
み
が
生
き
残
る
こ
と
を

意
味
し
、

日
本
経
済
全
体

の
生
産
性
を
高
め
国
際
競
争
力

の
格
段

に
強

い
産
業

・
企
業
の
み
が
日
本
経
済
を
支
え

る
こ
と
と
な
る
。
そ

の

結
果
、
日
本

の
産
業
塗

、同
い
生
産
性

に
よ
り
高

い
所
得
水
準
が
保
証
さ
れ
、

よ
り
国
際
競
争
力

の
あ

る
経
纏

造

に
変
貌
す
る
こ
と
と
な

ろ
う
。
そ
し

て
、
市
場
原
理
を
反
映
し
た
本
来
追
求
さ
れ
る
べ
き

国
際
分
業

の
展
開
が
な
さ
れ
る
こ
と

で
、
国
際
分
業

の
利
益
を
当
該
国

と
享
受

し
合
う

こ
と
が

で
き

る
よ
う
に
な
ろ
う
。

第
二
に
、
日
本
経
済

へ
の
影
響
と
し

て
、

世
界

一
の
債
権
国

で
あ

り
巨
額
な
貿
易
黒
宇
を
背
景
と

し
た
日
本
の
経
済
力

の
台
頭
は
・

日

本

に
対
す

る
各
種

の
役
割
分
担
を
要
求
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

こ
れ
ま
で
米
国

は
世
界
経
済

の
平
和
と
秩
序

の
安
定

の
た
め

に
国
際
警
察

と
し
て
の
役
割
を
果
す

の
に
多
大
な
軍
事
支
出
と
途
上
国

へ
の
経
済
援
助
を
し
て
き

た
。

ま
た
、
世
界

の
畠

貿
易
嚢

を
維
持

・
継
続
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さ
せ
る
た
め
の

ル
ー

ル
を
畠

主
義
陣
営

に
守
ら
せ
る
た
め
に
国
際
機
関

へ
の
拠
出
金

や
分
担
金
を
他

の
ど

の
国
よ
り
も
多
く
負
担
し
・

さ
ら
に
、
発
展
途
上
国

の
イ
ソ
フ
ラ
ス
ト
ラ

ク
チ

、
ア
ゐ

整
備
に
尽
力
し
、
友
好
国

の
政
治

経

済

の
安
定
を
図
る
た
め
に
他
の
ど

の

国

よ
り
も
突
出
し
た
経
墓

助
を
行
な

っ
て
き

て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
米
国

の
現
在

の
経
済
情
勢
を
端
的

髪

わ
し
て
い
る
貿
易
赤

字
と
財
政
赤
字
、
そ

し
て
対
外
純
霧

残
高
は
近

い
将
来
容
髭

解
消
し
そ
う

に
な
い
の
で
、
米
国
に
と

そ

こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
な

巨
額
な
財
政
支
出
を
継
続
す
る

の
は
難
し
く
な

っ
て
い
る
。
そ

こ
で
、

米
国

の
軍
事
支
出

(特
管

本
と
の
関
係
で
は
・
海
外
駐
擢

費
の
う

ち
日
本
と
の
関
わ
り
の
深
い
襲

)
の
日
本

へ
の
肩
代
り
や
、
日
本
周
辺
の
海

空

域
で
の
米
軍
戦
略
構
想

に

日
本

の
格
段

の
協
力
と
自
衛

隊

に
よ
る
肩
代
り
な
ど
要
請
さ
れ
る
.」
と
が

予
想
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、

米
国
は
現
在

の
世
界
平
和
と
経
済
秩
序

の
安
定

の
下
で
・
畠

貿
易
主
義
に
よ
り
最
大

の
利
益
を
享
受

し
て
い
る
日
本
に
対
し
、
そ

の
維
持

・
継
続

の
た
め
に
蓼

の
国
際
機
関

へ
の
盆

金

の
増
額
や

発
展

途

上
国

へ
の
経

済
援

助
を

い

っ
そ
う

増

や
す

よ
う

強
く

迫

っ
て
く

る

で
あ

ろ
う

襲
-o
)。

第
三

に
、

ハ
イ
テ
ク
技

術
の

一
部

の
分

野

で
の
日
本

企
業

の
技

術

力
向

上
は
米
国
と
肩

を
並
ぺ
、
ま
た
は
米
国
を
凌
ぐ
ま
で
晟

長

し

て
来

て
い
る
。

日
本

の

ハ
イ
テ
ク
技
術

の
向
走

伴

い
、

;

に
、

ア
メ
リ
ヵ
が
軍
籔

品

の
製
造

で
日
本
製
部
品
依
存
度
を
高

め
る

.』
と
と
な
り
、
有
事

の
際

の
米
国

の
畢

力

に
大
き
な
影
響
を
夢

兄
る

と

の
理
由

で
、
「
国
防
関
連
条
項
」
を
盾

に
米
国

へ
の
進
出
を
阻

止
す
る
構
、毛

あ

る
。
二

つ
に
、
米
国

の
最
先
端
技
術

に
ま
で
後
発
国

で
あ

る
日
本

に
追

い
つ
か
れ
蕉

り

は
・
日
歪

ま
だ
追
従
を
許

し
て
な

い
米
国

の
最
先
端
分
野

に
も
近

い
将
来

及
ん
で
く
る
と

の
危
機
感
を
抱
か
芸

こ
と
と
な
り
、

日
本
製

の
半
導
体
製
品
輸
出

で
実

施

し
た
ダ

ン
ピ

ン
グ
規
制
を
適
用
し
た
り
、
今
後

は
関
税
法
三
三
七
条

に
よ
り
被
害

の
立
証
な
し
に
輸

入
差

し
止
め
が
出
来

る
よ
う

に
法

案
の
成
妾

考
慮
す
る
な
ど
保
護
主
義
の
籍

を
強
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
国
防
関
連
条
項
や
ダ
ン
ピ
ン
グ
規
制
や
関
税
法
三
三
七
条

の
適
用
な
ど
で
、
米
国
は
畠

の
最
先
端
技
術
分
野
の
産
業
の
保
護

喬

成
を
す
る
強
い
姿
禦

伺
え
る
の
で
・
日
本
企
業
に
と

っ
て
米

国
の
最
先
端
技
術
産
業
と
軍
需
産
業
の
分
野
は
保
護
主
義
色
の
強
く
現
わ
れ
た

「
矛
盾
を
は
ら
ん
だ
霧

」
と
い
え
よ
う
・
こ
の
分
野
で
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表11日 本の株式市場

1株(n第1部)場

年 月 株式平均1
旧 ダ ウ 出 来 高
(24.5.16

176.21円)

(億株)

昭 和52年 度5,061.・21 737.9

53年 度5,775.63 912.6

54年 度6,420.81 974.9

55年 度6,999・03 925.3

56年 度7,599・12 1,028.3

57年 度7,531・08 854.0

58年 度9,322・97 9'77.5

59年 度11,060・72 993.1

60年 度12,934・89 1,294.4

61年 度18,015・68

61年8月18,099・44

2,300.9
1

269.2

9月18,180.93 189.1

10月16,680.10

11月17,365.49

112,4

87.9

12月18,?05.83

62年1月19,265・27

148.21

185.ol
2月19,962.79246・6

3月21,433・13341.71

4月23,251.82320・1

5月24,333.81 230.1

6月25,243.15 230.s

7月23,940.32 158.9

8月25,340.48 215.6

購 経瀦驕 証糊
(出所)毎 日新 聞社 「週刊 エ ロ ノ ミス ト」

昭和62年10月13日 号。

の
日
米
摩
擦

は
、
米

国
の
軍
事
面
で
の
必

要
性
と
米
国
経
済
を

支
え

る
数
少
な

い
残

さ
れ
た
第
二
次
産
業

で
も
あ
り
、
米
国
の

威
信

に
か
け
て
も
他

国

に
遅
れ
を
と
る
こ

と
は
受
け
入
れ
難

い

事
情
が
あ
り
、
今
後
長
期

に
亙

っ
て
摩
擦
が
続
く
と
同
時

に
ま
た
、
日
本

へ
の
高
度
先
進
技
術
の
公
開
や
移
転
が
強
く
要
請
さ
れ
る
こ
と

に
な
ろ
う
む

以
上
の
よ
う
な
日
米
経
済
摩
擦

に
よ
る
日
本
経
済

へ
の
影
響

の
外

に
、
日
本
は
米
国
の
軋
礫

に
よ
り
、
取
引
慣
行
や
基
準

.
制
度

.
手

続
き
・
流
通
機
構
、
税
制
な
ど
多
く

の
点

で
欧
米
の
そ
れ

に
準
拠
す
る
こ
と
を

「
国
際
協
定
や
紳
士
協
定
」
な
ど

の
名

の
下

に
承
諾
さ
せ

ら
れ
、
国

の
内
外

に
関
す

る
問
題

に
拘
ら
ず

日
本
の
自
主
権
は
大
幅

に
制
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
今
後
、
そ

の
よ
う
な
要
求
が
益

々

増
え
続
け
れ
ば
、
そ
し
て
日
本
が
そ
れ
を
受
け
入
れ
続
け

る
こ
と
は
、

独
立
国
と

し
て
の
自
主
権

に
疑
問
を
抱

か
せ
る
こ
と

に
な
り
、
目

本
が

ア
メ
リ
ヵ
合
衆
国

の
五

一
州

め
に
加
わ
る

こ
と
と
同
じ
こ
と
を
意
味
す

る
か
も

し
れ
な

い
。
そ

こ
ま
で
い
か
な

い
に
し
て
も
、
英
連

邦
諸
国
と
同
じ
意
味

で
の
米
連
邦
諸
国
の

一
員
と
し

て
い

っ
そ
う

の
自
主
権
を
緩

め
、
米
国
と
日
本
が
よ
り
共
通
性
を
増

し
た
土
俵

の
上

で
取
引
を
す
る
こ
と
を
求
め
る
た
め
の
米
国

の
改
善
要
求

で
あ

る
と
言
え
よ
う
。
そ
こ

へ
到
達
す
る
過
程
に
日
本
の
経
済
構
造

の
大
幅
な



変
貌
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
日
本

の
企
業

や
産
業

の
影
響
は
重
大
で
深
刻
な
問
題
と
な
ろ
う
。
ま
た
、

日
本
の
オ
ー
バ

ー
プ

レ
ゼ
ン
ス
は
・

日
本

に
世
界
経
済

の
平
和
と
秩
序
維
持

の
た
め
の

コ
ス
ト
と
し
て
大
幅
な
支
出
増

を
要
請
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
先
進
主
要
各
国
中
最
悪

の
財
政
状
態

で
あ

る
日
本
政
府

に
と

っ
て
深
刻
と
な

ろ
う
褻
12
)。
さ
ら
に
、
米
国
の

「
自
由
貿
易
主
義
思
想
を
堅
持
」
す
る
強

い
意
志

へ

の
不
信

は
、
他

の
国
際
競
争
力

の
乏
し
い
国

々
に
同
調
し
易

い
状
況
を
創

っ
て
お
り
、
貿
易
立
国
と
し
て
大
き
な
利
益
を
享
受
し
て
き
た

日
本

に
と

っ
て
何
と
し
て
も
避
け
な
け
れ
ば

い
け
な

い
重
大
な
世
界
経

済
の
潮
流

の
分
岐
点
と
言
え

よ
う
。

四
、
米
国
経
済
力
を
後
退
さ
せ
た
長
期
的

・
短
期
的
要
因

日
米
間

の
経
済
摩
擦
を
引
き
起

こ
す

こ
と

に
な

っ
た
究
極
的
原
因
は
、
米
国
の
経
済
力

の
不
振
に
あ
り
、

そ
れ
を
象
徴
す
る
指
針
が
米

国

の
財
政
赤
字
と
貿
易
赤
字
と
対
外
純
債
務
残
高

で
あ

る
な
ら
ば
、

い
か
な
る
要
因
が
米
国
経
済
力
を
不
振

に
導

い
た
か
を
追
求
す
る
こ

と
が
、

日
米
経
済
摩
擦

の
解
決
策
を
模
索
す
る
上
で
重
要

で
あ

る
と
考
え

る
。
そ
れ
ゆ
え

に
、

以
下
で
そ

の
原
因
を
長
期
的

.
構
造
的
要

因
と
短
期
的
な
要
因
と

に
分
け

て
考
え

て
み
よ
う
。

日米経済摩擦の一考察25

ア
、
米
国

の
経
済
力
を
相
対
的

に
後
退

さ
せ
た
長
期
的

・
構
造

的
要
因

長
期
的
原
因
に
は
大
き

く
分
け
て
、

一
つ
に
、
先
発
国

の
貿

易
収
支
悪
化

の
必
然
性
、

二
つ
に
、
世
界
経
済
の
中
心
国
ゆ
え

に
過
重
な

財
政
負
担
、

三

つ
に
、

I
M
F
体
制
自
体

の
制
度
的
問
題
、
四

つ
に
、
米
国
独
自

の
文
化

・
風
土
、

に
見
い
だ
す
こ
と
が

で
き

よ
う
。

ま
ず
第

一
に
、
先
発
国

の
貿
易
収
支
悪
化

の
必
然
性

は
、
「
後
発
国
は
先
発
国
が
長

い
間
か
け

て
開
発

し
た
技
術
を
僅

か
の

ロ
ー
ヤ
リ

ハ
　

　

テ
ィ
ー
を
払

っ
て
導
入
し
…

:
」
最
新
鋭

の
設
備
と
安

い
人
件
費

に
よ
り
生
産
を
続
け
る
結
果
、
先
発
国
の
製
品
と
比
ぺ
て
品
質

の
点
か

ら
も
価
格

の
面
で
も
遜
色
の
な

い
、

ま
た
は
優
位
な
製
品
を
製
造
す
る
こ
と

に
な
り
、
先
発
国

に
次
第

に
深
刻
な
影
響
を
与
え

る
こ
と

に
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な

っ
た
・

こ
の
事
は
・

キ

ソ
ド

ル
・↑

マ

や

ク

・
↓

ゐ

「
国
際
収
支

の
発
展
段
階
説
」

に
お
い
て
も

「
よ
り
成
熟

し
た
先
進
国
は
、

貿
易
収
支

で
は
赤
字
、
貿
易
外
収
支
で
好
調
を
持

つ
」

こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
、
と

い
う
学
説
か
ら
も
必
然
性
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が

(
3

)

裏
付
け
ら
れ
よ
う
。

第
二
に
、
世
界
経
済

の
中
心
国
ゆ
え

に
米
国
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
ず

っ
と
多
大
な
財
政
負
担
を
世
界
平
和
と
世
界
経
済
秩
序

の
安

定

の
た
め
に
負

い
続
け

て
き
た
こ
と
が
指
摘

で
き

る
。
そ
れ
は
自
由
主
義
陣
営

の
旗
手
と
し
て
自
由
貿
易
主
義

の
ル
ー

ル
を
堅
持
し
展
開

す
る
た
め
に
ど
う
し
て
も
必
要

で
あ

っ
た
。
そ

の
た
め
国
際
警
察
と

し
て

の
巨
額
な
軍
事
支
出
を
続
け
、

ま
た
国
際
機
関
を
通
じ
て
、
あ

る

い
は
相
対
で
西
側
陣
営

の
各
国

に
経
済
援
助
を
す
る
た
め
多
大
な
財
政
負
担
を
強

い
ら
れ
続
け

て
き
た
。

こ
の
結
果
は
米
国
が
軍
事
大

国
化
を
強

め
政
治
的
影
響
力
が
高
ま
る
こ
と
で
米
国
の
威
信
が
向
上
し
、

ド

ル
の
評
価
を
高
め
、

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
国
際
金
融
機
構

の
機

能
が
よ
り
円
滑

に
働
き
世
界
経
済

の
繁
栄

に
大

い
に
好
ま
し

い
影
響
を
与
え
た
。
し
か
し
、
中
心
国
で
あ
り
続
け
る
た
め
の
資
格

は
軍
事

的

・
政
治
的

・
経
済
的

・
絶
対
的
優
位

の
堅
持
が
必
要

で
あ
り
、
軍
事
的

・
政
治
的
優
位
が

い

っ
そ
う
増
す
状
況

で
あ

っ
て
も
、

そ
の
た

め
の
負
担
が
過
大

に
な
る
た
め
に
経
済
的
基
盤
が
損
な
わ
れ
る
よ
う

に
な
る
な
ら
ば
、

そ

の

ヘ
ゲ
モ

ニ
ー
は
後
退
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
ろ

う
。
何
れ

に
せ
よ
、
世
界

の
中
心
国
で
あ

り
続
け
る
に
は
巨
額
な
財
政
負
担
を
必
要
と

し
た
の
で
あ

っ
た
。

　る

　

第
三
に
、
I
M
F
国
際
通
貨
体
制
自
体

の
制
度
的
欠
陥
と
し
て

「
各
国
通
貨
は
ド

ル
ま
た
は
金

の

一
定
量
に
固
定
す
る
」

に
よ
り
、
米

国
通
貨
は
名
実
共

に
国
際
通
貨
と

し
て

「
金
」
と
同
等

の
資
格
を
得

て
流
通
す

る
こ
と

に
な

っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
制
度

は
米
国

が
金
本
位
制
を
採
用
し
て

い
な

い
点

に
矛
盾
が
存
在
し
て
い
た
。
米

国
通
貨
が
対
外
純
債
務
残
高

に
比
較
し
て
十
分
な
金
準
備
を
保
有
し
、

そ

の
裏
付
け
の
基

で
通
貨
発
行
を
し
て
い
る
間
は
米
国
通
貨

の
国
際
通
貨
と
し
て
の
評
価

に
何
ら
問
題
は
な
か

っ
た
。

し
か
し
、
そ

の
保

有
金
準
備
が
減
少
し
、

一
九
三
四
年

の
金

準
備
法
で
定

め
た

一
オ

ソ
ス
三
五
ド

ル
の
交
換
性

の
継
続
性

に
疑
問
が
持
た
れ
る
よ
う

に
な

っ

た
時
・
ド

ル
不
安
や
ド

ル
危
機
が

一
挙

に
世
界
経
済
を
襲
う

こ
と
と
な

っ
た
。
何
れ

に
せ
よ
、
法
的

に

「
金

の
保
有
額

に
比
例
し
て

の
み
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通
貨
発
行
L
が
認

め
ら
れ
て
い
る
金
本
位
制
度
を
採
用
し
て
い
る
場
合
と
異
な
り
、

I
M
F
体
制

で
は
ド

ル
の

「
た
れ
流
し
」
が
可
能
で

あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
米
国

の
節
度
を
欠

い
た
政
策
が
、

ま
た

は
I
M
F
通
貨
制
度

の
欠
陥
が
当
時
加
盟
国

の
外
貨
不
足
を
助
け
戦
後

の

経
覆

興

に
大

い
に
役
立

っ
た
と
は
い
え
、
そ

の
後

ト

ル
フ
ィ
ソ
教
醤

よ
る

「
流
動
隻

レ
ン
論

」

で
指
摘
さ
れ
た
よ
う

に
ド

ル
の

過
剰
流
動
性
が
ド

ル
不
安
、
ド

ル
危
機
を
招
き
、
七

一
年

の
米
政
府

に
よ
る
金
と
ド

ル
の
交
換
停

止
で
あ

る

ニ
ク
ソ
ン

・
シ

ョ
ッ
ク
に
至

る

の
で
あ

っ
た
。
「
金
」

に
裏
付

け

ら
れ

な
い
ド

ル
が
国
際
通
貨
と
し
て
大

い
に
流
通
す
る
制
度
が
確
立
し
た
こ
と
が
ド

ル
の
過
剰
な
流

出
を
寛

大
に
し
、
結
果
的
に
米

国
の
対
外

均
衡
を
悪
化
に
導

い
て
来
た
と
考
え

て
い
る
。

第
四
に
、

I
M
F
体
制
が
為
替
相
場

の
固
定
を
意
図

し
創
設
さ
れ
た
も

の
で
あ

っ
た
が
、

そ
の
こ
と

で
ド

ル
は
長
期
間
に
亙

っ
て
他

の

I
M
F
加
盟
国
通
貨

に
対
し
て
過
大
評
価

に
な

っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
勿
論
、
そ
の
都
度
ド

ル
の
適
正
平
価
が

い
く
ら
で
あ

っ

た

の
か
を
言
及
で
き

な
い
以
上
過
大
評
価

で
あ

る
か
否

か
の
断
定
は
困
難

で
あ

る
が
、
I
M
F
体
制
下

で
ず

っ
と

「
金
」

に
対
す
る
ド

ル

価
値
が
固
定

し
て
来
た

こ
と
で
、

ド

ル
不
安
、
ド

ル
危
機

で
の

ロ
ン
ド

ン
や
パ
リ
自
由
金
市
場

で
の

「
金
」

の

一
時
的
高
騰
が
再
三
起

こ

り
、
そ

の
都
度
種

々
の
対
応
が
先
進
主
要
国
間

(G
10
)

の
協
調
で
守

ら
れ

て
き

た
が
、
結
局

一
九
六
八
年
、

フ
ラ
ン
ス
の
金
プ

ー
ル
協

定

か
ら
の
脱
退
が
金

の
二
重
価
格
制
を
容
認
す
る
こ
と
と
な
り
、
I
M
F
体
制
を
崩
壊

に
導
く
決
定
的
引
金

に
な

っ
た
と
考
え
る
と
、
長

期

間
の
ド

ル
の
金

に
対
す
る
固

定

が
続
け

ら
れ
て
来

た

こ
と
が
ド

ル
平
価

が

経

済
力

の
実

勢

か
ら
乖
離

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ

の
よ
う
な
米
国
の
経
済
力
の
実
勢
を
反
映
し
な

い
固
定
相
場
制

で
の
ド

ル
価
値

の
維
持
は
、

米
国
経
済

に
ド

ル
過
大
評
価

に
よ
る
負
担
を

負
わ
せ
る

こ
と
と
な

っ
た
。
米
国
以
外

の
国

で
は
、
基
礎
収
支

の
悪
化
が
長
期
間
続
け
ば
ド

ル
に
対
す
る
平
価

の
切
下
げ
を
す
る

の
で
あ

る
が
、
逆

に
好
調
が
続
く
国
の
場
合
は
自

か
ら
平
価

の
切
上
げ

を
申

し
出
る
ケ
ー

ス
は
少
な
く
、
結
果
と
し
て
ド

ル
は
恒
常
的
に
他
の
I

M
F
加
盟
国
通
貨

に
対
し
過
大
評
価
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
米

国
製
品

の
国
際
競
争
力
を
弱
め
る

こ
と

に
な

っ
た
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、

ド
ル
の
過
大
評
価

に
伴
う
影
響
と
し
て
、
米
企
業

の
積
極
的
海
外
移
転
や
多
国
籍
企
業
化
を
促
進
さ
せ
、
米
国
産
業

の
空
洞
化
を
導
き
米
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国
経
済

の
輸

入
依
存
度
を
高
め
、
貿
易
収
支

の
赤
字
を
七
六
年
以
降
決
定
的

に
恒
常
的
な
も

の
に
し
た
と
考
、兄
て
い
る
。

第
五
に
、

ニ
ク
ソ
ン

・
シ

ョ
ッ
ク
以
降

の
ス
ミ
ソ

ニ
ア
ン
協
定
崩
壊
で

一
九
七
三
年
以
降

の
西
欧
主
要
先
進
各
国
に
よ
る
変
動
相
場
制

　
　
　

の
採
用

に
つ
い
て
も
、

フ
リ
ー
ド

マ
ン
が
主
張
す

る
変
動
相
場
制

の
特
徴
と
し
て
の

「
国
際
収
支

の
自
動
均
衡

回
復
作
用
」

に
傾
注
し
、

為
替
相
場
の
大
幅
な
変
動
を
容
認

し
て
き
た
姿
勢
は
、
言

い
換
え
れ
ぽ
為
替
調
整

に
よ
り
米
国

の
貿
易
収
支

は
改
善
さ
れ
る
と

の
ス
タ
ソ

ス
を
と

っ
て
来
た
も

の
で
あ
り
、

こ
の
誤

っ
た
米
政
府

の
認
識
が
米
国
経
済

に
悪

い
影
響
を
与
え

て
来
た
も

の
と
考
、兄
ら
れ
る
。

第
六
に
、
米
国
で
は
米
国
国
内
で
販
売
さ
れ
る
製
品

の

「
製
造
責
任
」

に
対
す
る
考
え
方
が
極

め
て
厳
し
く
、

ク
ラ
イ
ス
ラ
i
会
長

リ

i

・
ア
イ
ア

コ
ッ
カ
氏
は

「
企
業
勢
力
の
大
半
を
国
内

で
の
訴
訟
対
策

に
費
や
し
て
い
る
。
…
…
米
国
民
の
訴
訟
好
き

は
企
業

の
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
を
阻
み
、
競
争
力

の
回
復

の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
壁
と
な

っ
て
い
る
。
…
…
裁
判
所

は
す
ば
ら
し

い

『
カ
ジ
ノ
社
会
』

の

一
部
、

　
　

　

つ
ま
り

一
櫻
千
金
を
狙
え

る

一
つ
の
方
法
と
み
な
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
」
と
、
驚
く
べ
き
米
国
社
会

の

一
面
を
公
表
し
て
い
る
。
そ
し

て

一
九
七
五
年

か
ら
八
五
年

の
十
年
間

で
製
造
物
責
任
訴
訟

は
十

一
倍
と
な
り
、
そ

の
保
険
料
も
年

々
急
騰
す
る
ば

か
り
と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら

の
具
体
例
や
統
計
数
字
は
、
わ
れ
わ
れ
外
国
人

に
と

っ
て
は
た
だ
驚
く
ば

か
り

で
あ
り
、
米
国
が
想
像
以
上

の

「
権
利
意
識

の
高

い
」
訴
訟
社
会

で
あ

り
、
そ
の
社
会
風
潮
が
米
国
製
品
を

コ
ス
ト
高

に
し
、

チ

ャ
レ
ソ
ジ
精
神
を
損
な
い
、
米
国
製
造
業
を
中
心
に
企
業

の
消
極
的
姿
勢
が
米
国
経
済

の
発
展
を
阻
む
も

の
と
な

っ
た
と
考
え

て
い
る
。

イ
、

ア
メ
リ
ヵ
経
済
を
悪
化
さ
せ
た
短
期
的
要
因

一
九
八
〇
年
代
以
降
ど

の
よ
う
な
短
期
的
要
因
が
米
国
経
済
を
悪
化
さ
せ
た
か
に
つ
い
て
は
、

一
つ
に
、

レ
ー
ガ

ソ
政
権
誕
生

に
よ
る

「
緊
縮
財
政
と
金
融
引
締

め
と
大
規
模
減
税
」
を
特
徴

と

す
る

レ
ー
ガ
ノ
ミ

ッ
ク
ス
に
よ
る
政
策

の
失
敗
が
財
政
赤
字
を
大
幅

に
拡
大
す

る
こ
と

に
な

っ
た
と
考
え

て
い
る
。
可
減
税
に
よ
る
景
気
拡
大

に
よ

っ
て
消
費
が
拡
大
し
輸
入
が
急
増
し
貿
易
赤
字
が
大
幅
に
拡
大
す
る
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表12卸 売 物 価 の 推 移(1980年=100)

WholesalePariseIndexes

年 平 均 騰 落 率(%)Average

annualrateofincreaseanddecrease

197311976119791195211985

～75～78～81～84～86

一5
.3

-1
.7

一 〇.3

-F1
.9

十3.6

十11.9

一x-1
.4

十6.2

十16.2

十13.7

19861985・・.195319821981X980

年

Year

1979

90.2

111.5

99.5

1×4.8

goo.6

115.4

Sao.g

112.7

XO3.2

111.3

101.4

10.1

100,0

goo.o

84.9

87.6

 

本

レ

国
S

日
知

狐
米
U

注)日 本 は 口本 銀 行調,米 国 はStatisticalAbstractoftheunitedStates.

出 所)日 本 銀行 調 査 統 計 局 「国際 比 較統 計」1987年 度 。

こ
と
と
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
、

レ
ー
ガ

ソ
政
権
が
八

一
年

二
月

に

「
経
済
再
生
計
画
」
を
発
表

し
、

①
歳
出
抑
制

で
の
財
政
赤
字

の
縮
小
、
②

マ
ネ
ー

・
サ
プ
ラ
イ
管
理
を
中
心
と
し
た
金
融
政
策
、
③

所
得
減
税

に
よ
る
家
計
貯
蓄

の
増
大
、
④

加
速
償
却

・
設
備
投
資
減
税

に
よ
る
民
間
投
資

の
拡
大
、

を
実
施

し
て
き
た

こ
と
で
そ

の
効
果
が
現
わ
れ
、
景
気

の
浮
揚

の
成
功
と
そ
れ

に
伴
う
消
費

の
拡
大

で
輸
入
が
急
増
し
た
こ
と
、
言

い
換
え
れ
ぽ
米
国
と
そ
の
他

の
国

々
と

の
成
長
率

の
差
が
米
国
の
貿

易
赤
字
を
急
増
さ

せ
た
の
で
あ

っ
た
。

ま
た
、

オ
イ
ル

・
シ

ョ
ッ
ク
以
降

の
高
イ

ソ
フ
レ
に
対
処
す

る
た
め
に
金
融
引
締

め
を
し
た
こ
と

で
、

ド

ル
為
替
相
場
が

そ
れ
以
降
か
ら
八
五
年
九
月

の
先
進

五

力
国
蔵
相

に
よ
る
プ
ラ
ザ
合
意

に
至
る
ま
で
大
幅

に
過
大
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
米
国
内
産
業

の
国
際
競
争
力
を
短
期
的

に
弱
め
る
結
果
と
な
り
、
米
企
業

の
海
外
移
転

・
流
出
を
促
進
さ
せ
た
と

考
え

て
い
る
。
佐
藤
誠
三
郎
教
授

は
、
「
ド

ル
高
が
続

い
た
た

め
米
企
業
が
生
産
拠
点
を
主
と
し
て
東

南

ア
ジ

ア
に
移

し
た
。
さ
ら
に
、

八
〇
年
代
最
大

の
変
化
と
も

い
え
る
金
融

の
自
由
化
が
進
ん
だ
こ

と
が
暮

変
動
を
大
幅
に
し
、
生
産
拠
点
の
移
動
を
加
速
さ
せ
・
米
産
業
の
空
洞
化
を
招
短

」
と

し
て
い
る
。
何
れ
に
せ
よ

レ
ー
ガ
ノ
ミ

ッ
ク
ス
に
よ
る
総
額

一
千
二
百
億

ド
ル

(八

一
ー
八
三
年
)
の

大
規
模
な
減
税
と
高
金
利

の
定
着
は
米
国

の
経
済
成
長
率
を

八
三
年
か
ら
急
速

に
高

め
、
失
業
率
も

八
二
年
と
八
三
年

の
九

.
五
%
を
ピ

ー
ク
に
、
現
在

で
は
六
%
台
ま
で
に
急
速

に
改
善
す
る
事
に
成

功
し
た
と
は
い
・兄
、
反
面
、
貿
易
赤
字
は
八
三
年
以
降
急
拡
大
し
、
八
六
年
末
で

一
五
六

一
億
ド

ル

に
達

し
、
財
政
赤
字
は
八
二
年
度

に
は
前
年
比
八
〇
%
増
の

一
千
三
百
億
ド

ル
と
な
り
、
そ
の
後
も

急
増
を
続
け
八

六
年
末

で
二
〇
九
九
億

ド

ル
に
拡
大
す
る
に
至

っ
て
い
る
(表
-
)。
何
れ

に
せ
よ

レ
ー
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表13主 要 指 数 の 推 移(1980年=100)

MainIndexes

ソ

αの

一

ゆ

ヨ
)

s

ジ
物
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・
現

⑩

ウ
(

脚

ダ
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前 年 比
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米 国
(US)
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お

ヤ
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ム
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ソ

ィ
d

ナ

タ
.α

イ

・
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フ
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一一20 .s

-11 .11

十11.9

-5 .8

-11 .2

-}-5
.4

ioo.0

79.2

70.4

..

.・

74.2
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69.5

%

十7.5

-0 .6

-0 .2

30.4

十12.0

-s .7

-8
.4

100.01

99.4

99.2

×29.4

144.9

135.Z

123.9

前年 比
Annual

change

%
-1 .8

-7 .8

-7 .?

-x-17.2

十6。9

一一8
.6

イギ リス

(UK)

口 イ タ ー

Reuter

前 年 比
Annual

change

イギ リス

{UK)

年
Year

Loo.0

92.2

85.1

99.8

106.7

97.5

%1

十s.o

-一一2.7

-7
.d

十17.7

十4.6

-6
.3

..

100.0'

97.3

90.5

ios.5

111.5

104.4

95.3

1980

1981

1982

1983

1984

1985

':・

(注)(1}FinancialTimes,TheEconomist,ブ ソ デ ス バ ソク月報,国 連MonthlyBulletinof

Statisticsな どに よ る。

② エ コ ノ ミス トお よび ダ ウ ・ジ ョー ンズ指 数 は 月 中 平 晦 ム ーデ ィ指 数 は 月 初 相 場,そ の他 は

月末 相場 の平 均 。

(出 所)日 本 銀行 調 査 統 計 局 「国 際比 較統 計」1987年 度 。

ガ

ノ

ミ

ッ
ク
ス
に

よ
る
政

策
が

双
子

の
赤

字

で
あ

る

「
財

政
赤

字

と
貿

易
赤

字
」

を
急

増

さ
せ

た

こ
と

は
間
違

い
な

い
。

二

つ
に
、

一
九

八

五
年

秋

の
プ

ラ

ザ
合
意

以
降

は
、
急

速
な

ド

ル
安

が
進

み
金

利

も

低
下
傾

向

を
示
す

状
況

に
な

り
、
原

油
価

格

(
ア
ラ
ビ

ア
ソ
ラ
イ
ト
の
公
式
販
売
価
格
)
も

そ

れ
ま

で

一
バ

ー

レ
ル

ニ

八
か
ら

二
九

ド

ル
で
あ

っ
た
が
、

八

五
年

七
月

の
ジ

ュ
ネ

ー
ブ

O

P
E

C
臨
時
総

会

以

降
急

速

な
下

落
を

続
け
、

八
六
年

三
月

の

協

調
減
産

の
合
意

に
失

敗

し
た

こ
と

で
十
五

ド

ル
十
五

セ

ソ
ト
ま

で

一
挙

に
下
落

し
、

そ

の
年

の
八
月

末

の
大

幅
減
産

合
意

に
至

る

ま

で
十

四

ド

ル
七

五

セ

ソ
ト

の
最

安
値

に
至

っ
て

い
る
。

さ

ら

に
、

主

要
先

進

国

の
国
際

商
品

価
格

の
推
移

も

八

五
年

と

八
六
年

は

ロ

イ
タ

ー
指
数
、

フ

ィ
ナ

ン

シ

ャ
ル

・
タ
イ

ム
ズ
指
数

、

エ
コ
ノ
、ミ

ス
ト
指
数

、
ダ

ウ

・
ジ

ョ
ー

ソ
ズ
指
数

と
、

ど

の
統

計
指
数

を

と

っ
て
も

両
年
と

も

六

%
か
ら

一
一
%

の
下

落
を

示

し

て
お
り
、

デ

ィ
ス
イ

ン
フ

レ
の
時
代

に
な

っ
た

と

言
え

る

(表
12
、
13
)。

こ
の
よ

う
な

八
五
年

以
降

の
世
界
経

済
情
勢

の
中

で
、

米
国
経

済

は
住

宅

投
資

や
消
費

の
拡

大
が

景
気

を
支
え

て
き

た
た

め
、
輸

出
が

伸

び

な

い
状
況

の
中

で
輸

入
が
堅

調
と

な
り
貿

易
赤

字
が
累

積
す

る

結



果
と
な

っ
た
。

三

つ
に
、

レ
ー
ガ

ン
政
権

は
プ
ラ
ザ
合
意

に
ょ
る

「
ド

ル
の
下
方
修
正
」

に
よ

っ
て
貿
易
赤
字
は
急
速

に
解
消

で
き

る
と
考
え

て
い
た

よ
う
で
あ

る
が
、
結
果
的

に
は
ド

ル
安

に
よ

っ
て
も
さ
ほ
ど

の
貿
易
赤
字
改
善

に
つ
な
が
ら
な

い
こ
と
が
現
在

に
な

っ
て
明
白

に
な

っ
て

お
り
、
米
国
経
済
の
立

て
直
し
に
は
、
何

よ
り
も
財
政
赤
字

の
削
減
策
が
必
要
と
の
合
意
が
政
府

と

議
会

の
間

で
進
ん

で

い
る
。
「
増
税

と
軍
事
支
出
の
削
減
」
を
含
ん
だ

レ
ー
ガ

ン
政
権

の
政
策

の
大
転
換

に
よ
る
そ

の
効
果

は
今
後

の
経
過
を
待

つ
ほ
か
な
い
が
、

一
九

八
五

年
当
時
為
替
調
整

で
貿
易
赤
字
解
消
が
可
能

で
あ

る
と
の
見
通
し

の
甘
さ
が
米
国
経
済

の
悪
化
を
加
速

さ
せ
た

一
因

で
あ

ろ
う
。

以
上
、
米
国
の
貿
易
赤
字
と
財
政
赤
字
を
巨
額

に
累
積
す
る

こ
と

に
な

っ
た
原
因
は
、
究
極
的

に
は
米
国

の
経
済
構
造

に
あ
り
、
そ

の

長
期

に
亙
る
変
貌
が
国
際
競
争
力
を
低
下
さ
せ
る
こ
と

に
な

っ
た
と
し
て
も
、
短
期
的

に
は

レ
ー
ガ
ノ
ミ

ッ
ク
ス
に
ょ
る
政
策

の
失
敗
と

為
替
調
整

に
よ
り
米
国
の
貿
易
赤
字
は
早
急

に
改
善
さ
れ
る
、
と

の
見
通
し
の
甘
さ
が
現
在

の
米
国
経
済

の
不
振
を
招
く
こ
と
に
な

っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
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あ

と

が

き

米
国
経
済

の
不
振
や
経
済
力

の
後

退
が
、
わ
が
国
や
世
界
経
済

に
重
大
で
深
刻
な
影
響
を
与
え

た
こ
と

は
前
述
し
た
通
り

で
あ

る
が
、

そ

の
解
決

に
三

つ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
そ

の

一
つ
は
、

パ

ッ
ク
ス
ア
メ
リ
ヵ
ー
ナ
の
継
続
を
前
提

に
、
そ

の
下
で
の
世

界
経
済

の
繁
栄
を
考
え

る
な
ら
ば
、
何
よ
り
も

ア
メ
リ
カ
経
済

の
再
活
性
化
を
実
現
す
る
方
法
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
二

つ
に

は
、

ヘ
ゲ
モ

ニ
ー
の
移
行
を
考
え

て
の
検
討
が
あ

ろ
う
。

パ

ッ
ク

ス
ジ

ャ
ポ

ニ
ヵ
や
バ
イ
ゲ
モ

ニ
ー
な
る
用
語
が
使
わ
れ
、
日
本
版

マ
ー

シ
ャ
ル

.
プ
ラ
ン
の
創
設
や
資
本
立
国
論
な
ど
が
議
論
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
が
、

ヘ
ゲ

モ
ニ
ー
は
軍
事
力
と
政
治
的
影
響
力
に
も
裏
付

け
ら
れ
る
必
要
が
あ
り
、
覇
権
の
移
転

は
幻
想

に
す
ぎ
な
い
。
三

つ
に
、
優
れ
た
国
際
通
貨
制
度

の
創
造
に
よ
り
国
際
間

の
不
均
衡
を
解



32商 経 論 叢 第23巻 第3号

決
す
る
方
法
が
あ

る
。

こ
の
研
究
は
古

く
か
ら
国
際
通
貨
制
度
論

の
問
題
と
し
て
研
究
が
な
さ
れ

て
き
た
。
イ
ギ
リ
ス
が

一
八

一
六
年

に

金
本
位
制
を
採
用
し
て
以
来
国
際
通
貨
制
度
は
、
金
本
位
制
、

金
為
替
本
位
制
、

I
M
F
体
制
、
変
動
相
場
制
と
変
遷

し
て
き
た
が
、

い

か
な
る
通
貨
制
度
下

で
も
国
際
間

の
不
均
衡

の
解
決
が
最
重
要
課
題

で
あ

っ
た
。
金
本
位
制
度
下

で
は
、
金
の
偏
在
と
国
際
間

の
取
引
額

の
拡
大

に
比
例
し
て
金
生
産
が
増
え
な

い
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
、

I
M
F
体
制
下

で
は
、
ド

ル
の
信
認

と
流
動
性

「
流
動
性

ジ

レ
ソ
マ

論
」
が
問
題
と
な
り
、

そ
し
て
現
在

の
変
動
相
場
制
下

で
は
、
為
替
相
場

の
オ
ー
バ
ー

シ

ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
問
題

に
な

っ
て

い
る
。

最
近
・

こ
の
変
動
相
場
制

の
オ
ー
バ

ー
シ

ュ
ー
テ

ィ
ソ
グ

の
欠
点
を
解
決
す

る
た
め
の
提
案
が

一
九

八
五
年

六
月
に
十
力
国
蔵
相

に
ょ

る
東
京

サ
ミ

ッ
ト
で
フ
ラ

ソ
ス
に
よ
り

「
目
標
相
場
圏
構
想
」
が
話
題
と
な
り
、

そ
の
後
今
年

二
月

の

ル
ー
ブ

ル

・
サ
ミ

ッ
ト
で
は
、
ダ

ー

マ
ソ
米
財
務
副
長
官
に
よ
る

「
ア
ラ
ウ

ソ
ド

・
カ
レ
ソ
ト

・
レ
ベ

ル
構
想
」
が
提
案
さ
れ
、

つ
づ

い
て
九
月
末

の
I
M
F

.
世
銀
総
会

で
は
べ
ー
カ
ー
財
務
長
官

に
よ
り

「
商
品
バ

ス
ケ

ッ
ト
指
標
監
視
構
想
」

の
導

入
案
が
提
案
さ
れ
議
論
さ
れ

て
き
た
。
前
者
二

つ
の
構
想

は
、

ド

ル
へ
の
積
極
的
協
調
介
入
を
す

る
こ
と

で
為
替
相
場

の
安
定
を
図
る
も

の
で
あ
り
、
後
者

の
そ
れ
は
金
を
含
む
商
品
相
場
指
数

に

通
貨
政
策
を
連
動
さ
せ
金
融
調
節
を
行
な
い
、
対
外
取
引

へ
影
響
を
与
え
不
均
衡
を
改
善
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ

っ
た
。
結
局
、

国
際

通
貨
制
度
が
種

々
変
遷

し
て
き

て
い
る
が
、
現
在

ま
で
国
際

間
の
不
均
衡

の
問
題

は
解
決

に
至

っ
て
い
な
い
。
理
想
的
な
国
際
通
貨
制
度

は
、
為
替
相
場
が
各
国

の
経
済
力

の
実
勢

を
正
し
く
反
映
し
、
そ
こ
で
安
定
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
国
際

間

の
不
均
衡

の
問
題
が
解
決
さ
れ
る

こ
と
が
前
提
条
件
と
な
ろ
う
。

こ
の
問
題

は
国
際
通
貨
制
度
論
と
し
て
検
討
す
ぺ
き
問
題
で
あ
り
、

こ
こ
で

の
こ
れ
以
上
の
記
述

は
別

の
研
究

の
機
会

に
委
ね
た

い
。

こ
こ
で
は

パ

ッ
ク
ス
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
の
継
続

・
維
持
を
前
提

に
、

一
九
八
〇
年
代

の
日
米
間

の
経
済
摩
擦

の
根
本
的
原
因
が
米
国

の
財

政
赤
字
と
貿
易
赤
字

に
あ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
を
解
消
す
る
の
に
わ
が
国
が

い
か
に
対
応
す
べ
き

か
を
考
え

て
み
よ
う
。
第

一
に
必
要
な
こ

と
は
・

日
米
間

で
率
直
な
話
合

い
を
行
な
う

こ
と

で
問
題

の
解
決

に
真
剣

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
そ
し
て
最
大
限
米
国

の
要
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請
を
好
意
的

に
検

討
し
実
行

に
移
す
よ
う

に
最
善
を
尽
く
す
ぺ
き

で
あ

る
。
日
米
間
の
個

々
の
摩
擦
案
件
を
詳
細

に
検
討
し
て
い
な

い
の

で
、
個
別
問
題

で
の
是

々
非

々
は
言
及
で
き
な

い
が
、
国
際
競
争
力

で
優
位
に
あ

る
日
本
が
自
由
貿
易

の
基
調
下

で
・
国
際
分
業

に
よ
る

利
益
を
大
い
に
享
受
す
る
に
は
自
国
市
場
を
最
大
限
開
放

し
、
さ
ら
に
外
国
市
場
の
い

っ
そ
う

の
開
放
を
求
め
る
ぺ
き

で
あ

ろ
う
。
米
国

の
対
日
要
求
や
軋
礫
が
欧
米

の
そ
れ
と
比
較
し
て
理
不
尽

で
あ

っ
た
り
過
分
な
も

の
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
わ
が
国
は
他
国

に
先
駆
け

て

他

の
ど
の
国
よ
り
も
自
由
化
を
促
進
す

る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は

一
つ
に
、
世
界
経
済

の
保
護
貿
易
主
義

の
潮
流
を
阻
止
す
る
た
め
で
あ

り
、

二

つ
に
、
わ
が
国
が
競
争
力

の
あ
る
工
業
製
品
の
輸
出

に
よ
り
過
剰
黒
字

を

累
積
し
な
が
ら
、
外
国
製
品

(特
に
農
産
物
を
中
心
と
す

る
食
料
品
)
の
輸

入
や
外
国
企
業

の
日
本
市
場

へ
の
参
入

(特
に
金
融
産
業
)
で
多
く

の
制
限
や
規
制

を

す

る

こ
と
は
国
際
分
業

の
精
神
を

逸
脱
し
て
お
り
、

ゲ
ー
ム
の
ル
ー

ル
に
反
す
る
と

い
え
る
。
多
く

の
ゲ
ー

ム
で
は
、
「
親
」
や

「
デ

ィ
ー
ラ
ー

(
カ
ー
ド
を
配
る
人
)
」
の
負

け
や
参
加
者

の

鴨
人
勝
ち
は
ゲ
ー

ム
続
行
が
不
可
能
と
な
り
初

め
か
ら
や
り
直
し
と
な
る
。
米
国

の
要
求
が
理
不
尽

で
あ

っ
て
も
・
最
大

限

の
受
け
入
れ
に
よ
り
ゲ
ー
ム
の
続
行
を
考
え
な
け
れ
ば
、
ド

ル
暴
落
や
世
界
恐
慌
再
来

の
可
能
性
も
決

し
て
否
定

で
き
な
い
情
勢
に
な

ろ
う
。

日
本
が
国
境
を
意
識
さ
せ
な

い
ほ
ど

の
市
場
開
放
と
取
引
慣
行

の
是
正
を
す

る
こ
と

で
、
短
期
的

に
は
日
本

の
産
業
や
そ
れ
を
支
え
る

企
業
に
多
大
な
影
響
が
あ

ろ
う
が
、
生
産
性
が
低
く
競
争
力

の
弱
い
産
業
が
淘
汰
さ
れ
る
こ
と
が
、
国
際
間

の
不
均
衡

の
解
消

に
役
立

つ

と
同
時
に
、
日
本
経
済
が
よ
り
強

い
経
済
構
造

へ
変
貌
を
遂
げ

る
た
め
に
も
必
要

で
あ
る
。
わ
が
国
に
競
争
力
の
弱

い
産
業
や
企
業
が
存

続
す
る
た

め
に
国
民
が
割
安
な
外
国
製
品
を
購

入
す

る
機
会
を
政
府
に
よ

っ
て
阻
止
さ
れ
、
高

い
税
金
を
負
担
さ
せ
ら
れ
・

工
業
製
品

の

輸
出
増
加
に
伴

い
わ
が
国
の
市
場

の
閉
鎖
性
が
強
く
指
摘
さ
れ
、
貿
易
摩
擦

の
や
り
玉
に
挙
げ
ら
れ
る
結
果
に
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、

わ

が
国

の
主
食
で
あ

る

コ
メ
の
自
給
化

は
有
事
を
想
定
し
て
安
全
保
障
を
確
保
す
る

の
に
必
要

で
あ
る
と

の
見
解
も
あ
る
が
・

コ
メ
の
生
産

を
確
保
す
る
だ
け
で
有
事
が
乗
り
越
え
ら
れ
る
と

の
見
解

は
、
あ
ま
り
に
も
短
絡
的
な
主
張
で
あ

ろ
う
。
作
付
用

の

「
種
子
」
か
ら
各
種
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の
肥
料
、
牛

・
豚

・
鶏

の
飼
料

に
至
る
ま
で
、
多
く
の
食
物
と
そ

の
関
連
資
源
を
外
国
に
依
存
し
て
い
る
日
本

の
経
済
構
造

は
、
も
は
や
有

事

の
際

の
食
糧
自
給
自
足
を
考
え

る
に
は
あ

ま
り

に
も
遅
す
ぎ
た
と

い
え
よ
う
。
食
糧
自
給
化
を
確
保
す
る
こ
と

よ
り
も
、
市
場

の
自
由

開
放

に
よ
り
相
互
依
存
関
係
を
緊
密
に
保

つ
こ
と
こ
そ
が
、
有
事

の
際

の
経
済
制
裁
や
威
圧
を
か
わ
す
重
要
な
要
因
と
な
り
・兄
よ
う
。
さ

ら
に
、
自
由
化
の
進
展
は
、

こ
れ
ま
で
問
題
と
さ
れ
て
き

た
日
本

の
製
品
輸

入
比
率
を
引
き

上
げ
、
貿
易
黒
字
を
累
積
す
る
日
本

の
経
済

構
造
を
変
貌
さ
せ
る
こ
と

に
な
る
。
そ
し
て
、

日
本
企
業

の
海
外
進
出
や
そ
れ

に
伴
う
現
地
資
本
を
入
れ
て
の
多
国
籍

企
業
化
は
進
出
先

途
上
国
の
技
術
水
準
を
高
め
る
ほ
か
、
そ

の
国

の
イ

ソ
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ

ュ
ア
ー
の
整
備

や
政
情

・
経
済

の
安
定

に
も
寄
与
す
る
こ
と
に

な
る
。

国
家

に
よ
る
干
渉
や
制
限

の
な

い
市
場
原
理
を
反
映

し
た
自
由
な
市
場

の
確
立
こ
そ
が
、
真

に
わ
が
国
が
必
要
と
す
る
産
業
と
そ
れ
を

支
え

る
企
業

の
存
続
を
許
し
、

日
本
経
済

の
経
済
力
を
い

っ
そ
う
増
す
こ
と

に
な
る
。

イ
ギ

リ
ス
は
金
融
産
業

の
活
性
化
を
狙

っ
た
証
券

制
度

の
大
改
革
を

一
九

八
六
年

の
十
月

に
実
施

し
、

日
米

に
先
駆
け
た
金

融
の
自
由
化
を
成

し
遂
げ
る
こ
と

で
、

イ
ギ
リ
ス
金
融
産
業

の

不
振
を
克
服
し
、

ロ
ン
ド

ソ
シ
テ
ィ
ー
の
活
性
化

に
成
功
し
て

い
る
よ
う

で
あ

る
。

こ
の
実
例
は
、
自
由
競
争

こ
そ
が
企
業

の
効
率
性
を

高
め
魅
力
あ
る
市
場
を
形
成
す

る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

日
本
で
は
国
鉄
、
食
管
制
度

で
の

コ
メ
、
そ
し
て
国
民
健
康
保
険
制
度

の
巨

額
な
累
積
赤
字
が
示
す
よ
う

に
、
政
府

に
よ
る
産
業
や
企
業

へ
の
介
入

・
保
護
政
策

は
、
企
業

の
健
全
な
発
展

に
い
か
に
有
害

で
あ

る
か

を
証
明
し
て
い
る
典
型
的
な
実

例
と

い
え
よ
う
。

次

に
、
日
本

の
過
剃
な
貿
易
黒
字

の
還
流
を

い
か
に
円
滑

に
行
な
う
か
が
、
重
要
な
課
題

で
あ

る
。

一
九
七
〇
年
代

の
ナ
イ
ル

.
シ
ョ

ッ
ク
当
時

は
、
O
P
E
C

(石
油
輸
出
国
機
構
)
の
オ
イ
ル

・
マ
ネ
ー
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
注
目
を
浴
び
た
と
同
じ
よ
う

に
、
現
在
は
ジ

ャ
パ

ン

・
マ
ネ
ー
の
還
流
が
世
界
経
済

の
先
行
き

に
大
き
な
影
響
を
与

え

る

こ
と

に
な

っ
て

い
る
。

日
本

に
よ
る
資
金
還
流
は
、
民
間

の
直

接

・
間
接
投
資
と
政
府

に
よ
る
開
発
援
助

に
分
か
れ
る
。
民
間
の
直
接
投
資

は
、
欧
米

の
不
動
産
や
企
業

の
海
外
進
出

に
伴
う
現
地

へ
の
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設
備
投
資
と
外
国
企
業
の
買
収

.
合
併
へ
の
投
蒙

考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
欧
米
髭

較
し
て
ま
だ
ま
だ
少
な
い
金
額
で
あ

る
。
大
薯

琴

年
五
月
箋

表
し
た
対
外
資
産
農

残
高
に
占
め
る
直
接
馨

の
比
率
は
僅
か
七
%

(六
牽

末
)
で
あ
り
・
米
国
の

二
四
%
、
英
国
の
三

%

(い
ず
れ
も
六
・
年
末
)
と
比
べ
か
な
り
少
な
く
な
っ
て
い
る
◎
民
間
馨

の
資
金
総
額
の
約
半
分
余
り
が
ド
ル

震

入
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
わ
が
国
の
過
剰
貯
禁

米
国
の
財
政
赤
字
を
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
す
る
の
に
大
い
蛋

献
し
て

い
る
.』
と
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
.あ

ド
ル
債

へ
の
馨

は
為
籍

場
の
先
憲

が
広
ま
れ
慧

蓬

減
少
し
た
り
・
米
票

ら
の

資
金
の
引
上
げ
も
予
想
さ
れ
、
ド
ル
鑑

や
世
界
恐
慌
の
危
険
性
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
・
よ
り
葺

な
こ
と
は
米
国
の
借
金
で
あ
る

霧

総
額
は
米
国
の
金
融
肇

の
釜

に
よ
り

「
ド
ル
の
価
値
」
を
畠

に
コ
ン
よ

↓

す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
・
霧

総
額
を
自

由
に
増
減
さ
れ
る
可
能
性
も
懸
念
さ
れ
る
。
米
政
府
の
イ
ン
フ
蓉

認
へ
の
ス
タ
ン
ス
の
変
更
は
・
債
薯

の
犠
牲
の
下
粟

国
政
府
の

霧

負
担
の
護

を
藻

す
る
も
の
で
あ
る
。
米
国
の
膨
ら
み
続
け
る
財
政
赤
字
の
累
積
は
・
八
七
年
末

に
は
四
千
億
ド
ル

(対
外
綴

純
債
務
餐

に
季

る
と
予
想
さ
れ
、
さ
ら
に
、
五
年
後
に
竺

兆
ド
ル
錘

す
る
と

の
予
禦

あ
る
・
こ
の
よ
う
な
状
況
が
馨

家

に
今
後
の
米
政
府
の
肇

方
針
の
成
行
き
を
必
要
以
走

過
剰
反
応
さ
芸

結
果
と
な
り
、
為
籍

場
の
オ
去

↓

テ

テ
ィ
ン
グ
を

助
長
し
て
い
る
。
投
資
家
に
と

っ
て
為
替
相
場
の
先
憲

と
米
政
府
の
繁

ス
タ
ン
ス
変
更

へ
の
懸
念
が
・
今
後
の
対
米
馨

に
不
安
を

投

げ

か
け

て
い
る
。
他

方
、

政

府

べ

或

の
還

流

に

つ
い
て
は
、
今

年

六
月

の
ベ
ネ

チ

ァ

・
サ

ー

ッ
ト

で
・

日
本

は

三
〇

〇
億

ド

ル
を
中

南
米
を
忠

と
す
る
途
上
国

へ
還
流
す
る
.」
と
と
、

ア
フ
リ
カ
諸
国

へ
盤

誘

額
五
億

ド

ル
の
上
翼

を
公
約

し
て

(八
七
年
か
至

二

簡

で
百

本

へ
の
轟

を
回
避
す
る
努
力
を

し

て
き

た
。
さ
ら
に
、

日
本

の
円
借
款
金
利
が

・
E
C
D

(経
蕩

力
開
発
馨

)
の
D
A

c

(開
発
援
助
養

会
)
加
盟

国
二
+
ニ
カ
国
中
最
も
高
い
の
で
、
今
年

百

か
ら
○

・
七
%
引
き

下
げ
三

二

%
に
し
・
八
八
年
度
か
ら

は
も
う

一
段

の
引
下
げ
を
欝

中

で
あ

る
。
し
か
し
、
・
D
A

(海
外
経
蕩

力
基
金
)

の
基
金

竺

般
会
計
予
算
内

で
の
活
動

で
あ
り
・

日
本

の
財
政
肇

が
約
±

兆
五
千
億
円

(八
六
集

)
に
芒

、
国
債

累
積
発
行
残
高
も

増
え

続
け
八
七
年
末
に
百
五
+
二
兆
円

錘
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す
る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、

八
七
年

一
般
会
計
予
算

の
内
訳

の
中

で
国
寝

(九
六

.
五
%
が
利
払
い
鐘

が
二
〇

.
九
%

の
ト

ッ
プ
を
占

め
て
い
る
状
況
で
あ

る
・

一
般
会
計
予
算

の
五
分
の

一
を
借
金

の
利
払

い
に
使

っ
て
い
る
状
況

で
、
今
後

の
政
府

に
よ
る

一
般
会
計
予
算

か
ら
の
海
外
経
済
援
助
資
金
へ
の
支
出
増
錘

し
く
、
軍
妻

出
予
算
の
突
出
や
米
軍
の
呆

の
駐
留
経
費
の
肩
代
り
な
ど
も
併
せ
て
、

こ
れ
以
上
の
政
府

ベ
ー

ス
で
の
支
出
増

は
行
な
う
べ
き

で
な
い
と
考
え
て
い
る
。

西
ド
イ
ツ
が
五
二
〇
億
ド

ル

(八
六
集

)

の
貿
量

{字
を
出

し
な
が

ら
、

摩
擦
が
少
な

い
と

の
理
象

よ
く
引
合
い
に
出
さ
れ
る
。

そ
れ
は
①
特
定
国

へ
の
集
中
的
輸
出
を
避
け

て
い
る
、
②
貿
易
外
収
支

の
赤
字

で
大
幅

に
修
正
さ
れ
て
い
る
、
③
市
場
が
開
放
さ
れ

て
お

り
・
製
品
輸

入
比
楽

約

六
割
と
い
う
高
さ

に
あ
り
、
④

マ
ル
ク
高
を
敏
蓬

反
映
す

る
市
場
構
造
が
創
造
さ
れ
て
い
る
、
奎

蓮

由

で
あ

ろ
う
・
わ
が
国

の
貿
易
畢

に
よ

っ
て
得
養

金

の
還
流
で
重
饗

こ
と
は
、

政
府

べ
玄

で
の
途
上
国
援
助

の
形

で
の
還
藻

難

し
い
が
・
民
間

の
直
接
投
資

の
ζ

去

ル
蓬

流
を
図
り
、

こ
れ
ま
で
の
貿
易
取
引
か
ら
金
融

.
サ
壱

最

引

塁

る
ま
で
米
国

に

偏
り
が
ち
で
あ

っ
た
日
米
関
係
を
改

め
る
必
要
が
あ

ろ
う
。
ま
た
、
霧

開
放
を
懲

さ
せ
、
円
高

メ
リ

ッ
ト
や
割
安
な
外
国
商
品
を
わ

が
国
の
消
費
者
が
積
極
的

に
購
入
で
き

る
よ
う
な
市
場
構
造
に
改
善
す
る
こ
と
が
、
日
本

の
資
金

還
流

の
最
重
要
課
題

で
あ
る
。
政
府
は

コ
メ
・
建
設

.
土
木
・
流
通
機
構
、
金
融
市
場
、
等
で
の
畠

産
業

へ
の
過
保
護
政
策
を
や
め
、
ま
た
、
既
得
権
益

に
ど

っ
ぷ
り
と
浸
り

き

っ
て
い
る
日
本

の
産
業
界

旨

を
覚
ま
さ

せ
る
よ
う
な
構
造
変
革

量

剣

最

り
組
む
べ
き
時
期

に
来
て
い
る
。

.」
の
国
内

の
構
造
変

革
を
達
成
す
る
こ
と

こ
そ
が
貿
易
黒
字
の
有
効
甕

金
還
流
策

で
あ
り
、
近

い
将
来
、

わ
が

国
が

N
-
C
S
の
追

い
上
げ

に
も
耐
え

る
.」

と

の
出
来

る
強

い
経
済
構
造

に
変
貌
し
て

い
く
た
め
に
も
重
要

で
あ

る
。
そ

の
た
め
の
官
民
双
方

に
よ
る
積
極
的
資
金
還
流
叢

も
望
ま

れ
る
も

の
で
あ

ろ
う
。

引

用

文

献

(-
)

簾

三
代
平
、
「産
議

造
論
」
経
済
学
全
集
B
、
筑
馨

房
、
昭
和
至

年
五
月
、
六
五
頁
。



(
2
)

経
済
企
画
庁
、
「
昭
和
五
九
年
経
済
白
書
」、
第

二
童
第
四
節

「国
際
収
支
の
ク
ロ
ー
サ
の
発
展
段
階
説
」
。

(
3
)

ρ
即

察

篇
鮎
毎

餐

・
..H量

曇

鼠

穿

。
§

詳

達
渕
暴

巳

,

Hヨ

ニ

・
8

§

。・
"
§

8

経
済
企
画
庁
、
前
掲
書
。

(
4
)

注

..国
際
通
貨
基
金
協
定
、
第
四
条
笙

項
、
㈲
各
加
盟
国
の
通
貨

の
平
価

は
、
蓋

尺
度
た
る
金
に
よ
り
、
ま
た
竺

九
四
四
年
七
月

百

現
在

の
量
目
お
よ
び
純
分
を
有
す
る
合
衆
国
ド

ル
に
よ
り
表
示
す
る
。

(
5
)

国
。
羅

↓
自

p

象
o
&

註

ひ
φ
u
。
貯

o
勢

一ゆ
・・
慶

&

巳
く
①
邑

幹寛

霧

弘

り
孚

(
6
)

曇

。
ロ
閃
N謹

§

・
..穿

。
馨

h。
邑

。
琶

茅

穿

。
ぎ

α・
島

器

(国
零

.・
尾

鼠

併竃

国
§

霧

)
♂

や
謹

ユ
炉

(
7
)

リ
ー

.
ア
イ
ア

コ
ッ
カ

「
病

め
る

ア
メ
リ
カ
再
生
術
」
英
文

日
経
新

聞
、
昭
和

六
二
年
九
月
十
九

日
。

リ
ー

.
ア
イ
ァ

コ
ッ
カ

「
訴

訟
に
な

く
米
国

企
業
」
経
済
教
室
、

日
本
経
済
新
聞

昭
和
六

二
年

九
月
十
四

日
。

(
8
)

佐
藤

誠
三
郎
、
「
週
刊
東
洋
経
済
」
特

別
号
九

・
=

一、
東

洋
経
済
新
報
社

、
昭
和

六
二
年

九
月

一
二
日
号
。

日本経済摩擦の一考察37


